
 

東海再処理施設の安全対策に係る廃止措置計画認可変更申請対応について 

 

令和 2 年 12 月 18 日 

再処理廃止措置技術開発センター 

 

〇 令和 2 年 12 月 18 日 面談の論点 

 

 資料 1 東海再処理施設の廃止措置段階における安全対策のスケジュールについて 

 

 資料 2 再処理施設における代表漂流物の妥当性の検証について 

 

 資料 3 事故対処の有効性評価について 

 

 資料 4-1 分離精製工場（MP）等の津波防護に関する対応について（1） 

       -津波防護に関する詳細調査の状況- 

 

 資料 4-2 分離精製工場（MP）の津波防護に関する対応について（2） 

       -廃棄物容器の建家外への流出防止対策として設置する 

ワイヤーネットの評価について- 

           

 資料 5 TVF における固化処理状況について 

- 運転再開に向けた対応状況 - 

 

【以上 12/24 東海再処理施設安全監視チーム会合 資料案】 

 

 

 資料 6  再処理施設の有毒ガス影響評価について 

 

 資料 7 LWTF に導入予定の硝酸根分解設備及びセメント固化設備に係る 

技術の検証について（状況報告） 

 

 資料 8 ウラン脱硝施設の冷水設備の一部更新について 

（再処理施設に関する設計及び工事の計画） 

 

 東海再処理施設の安全対策に係る面談スケジュール（案）について 

 

 その他 

以上 
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東海再処理施設の廃止措置段階における安全対策の 

スケジュールについて

 

令和２年１２月１８日 

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

【概要】 

東海再処理施設の廃止措置段階における安全対策に関して、全体スケジュ

ールと令和３年１月末に予定している廃止措置計画の変更認可申請の項目に

ついて整理した。 

【資料１】 
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東海再処理施設の廃止措置段階における安全対策に係る全体スケジュールと 

変更認可申請予定案件（令和３年１月末申請予定）について 

 

1．はじめに 

東海再処理施設の廃止措置段階における安全対策の全体スケジュールを別紙1に示

す。また、令和３年１月末に予定している廃止措置計画の変更認可申請案件については以

下のとおりである。 

 

2．令和３年１月末変更認可申請予定案件 

○安全対策に係る評価等 

・津波防護対策（会合資料２） 

  代表漂流物の妥当性評価、引き波の影響評価 

・事故対処に係る有効性評価（会合資料３） 

・制御室に係る有毒ガス評価（1月会合説明予定） 

 

○安全対策に係る工事の計画 

・津波漂流物防護柵設置工事（1月会合説明予定） 

津波漂流物に対し、HAW及びTVFを防護するため防護柵を設置する。 

・TVF事故に係る対策（1月会合説明予定） 

可搬設備の分散配置、冷却水コイル及び受入槽、濃縮液槽等への直接注水に係る

接続治具の製作等を行う。 

 

○その他の工事の計画 

・ウラン脱硝施設のプロセス用冷水設備の一部更新（1月会合説明予定） 

 

その他、以下の既申請案件の補正については時期を含め検討中 

 TVFのガラス固化体の保管能力増強 

 低放射性廃棄物処理技術開発施設（LWTF）における硝酸根分解設備・セメント固化

設備の設置 

 

以 上 
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東海再処理施設の安全対策の実施に係る全体スケジュール
別紙1

1/2

補正提出
変更申請

変更申請
変更申請

変更申請

建家貫通配管等の点検評価

有毒ガス発生源調査，対策検討

補正提出 北、東、西方面の工事完了
南方面（PP
フェンス）
の工事完了

変更申請

変更申請

変更申請

※

※

変更申請

準備

◎HAW津波防護対策方針

◎漂流物設定

応答解析

代表漂流物の妥当性評価

◎HAW建家健全性評価（波力、余震重畳）

○有効性評価

工事準備

準備 工事

火災影響評価

防護対策検討・設計

○溢水防護対策
溢水影響評価

事故時の居住性等検討

○TVF耐震評価（建家・設備）

準備

設計

工事

○内部火災防護対策

準備 工事

準備 工事

工事

シール性能評価

引き波の影響評価

HAW,TVF建家健全性評価

基本設計

設計

地盤調査・実施設計
・津波漂流物防護柵設置工事（TVFと共通）
（津波漂流物に対し、HAW施設及びTVFを防
護するため防護柵を設置する）

・TVF設備耐震補強工事（冷却水配管耐震補強
（サポート追加設置））

・TVF一部外壁補強工事（構造上、津波波圧に
対し、強度が不足する一部の外壁にコンク
リートを増打補強する）

※設計進捗による見直しに伴い、変
更申請時期をR3年4月とする。

優先度Ⅲ　HAW、TVFのその他事象等に対する安全対策

TVF建家健全性評価

R元年度 R2年度 R3年度

訓練

評価

○HAW・TVF建家健全性評価（竜巻・森林
　火災・火山・外部火災）

第4
1 2 6 75

第2
10 119

第2 第3
12

優先度Ⅱ　HAW・TVFの事故対処設備に係る有効性評価

シナリオ検討・訓練○シナリオ検討、ウエットサイトを想定した
    訓練
○漂流物を想定した訓練

代表漂流物選定

変更内容調整
変更内容調整

変更内容調整

応答解析

補正内容調整

第3四半期 第4四半期
第1

優先度Ⅰ　HAW・TVFを地震や津波から防護するための安全対策
①　地震による損傷の防止

備考
R4年度

第1 第3
3 4

変更内容調整

2 3
第4

8
第4四半期 第1四半期 第2四半期

（第52回東海再処理施設安全監視チーム会合（11/19）資料1　改定）　　　　　　　　

【安全対策設計、工事】

【安全対策方針等】

防護対策方針決定

設計

評価結果を踏まえ、必要に応じて代
表漂流物を見直し変更申請に反映す
る。

HAW建家健全性評価

基本方針策定

全体スケジュール策定

◎HAW周辺地盤改良工事（T21トレンチ含
む）（HAW周辺の埋戻土をコンクリート置換
し、地盤を強固にすることで耐震性を向上さ
せる）

○TVF建家健全性評価（波力、余震重畳）

実施項目

◎HAW耐震評価（建家・設備）T21トレンチ
含む

建家評価・影響評価

◎安全対策実施全体スケジュール

◎基本方針

評価

・HAW一部外壁補強工事（構造上、津波波圧
に対し、強度が不足する一部の開口部周辺の
外壁にコンクリートを増打補強する）

○HAW・TVFの事故対処の方法、設備及び
　その有効性評価（方針）

②　津波による損傷の防止

1

HAW・TVF事故対処有効性評価（方針）

対策の検討

優先度Ⅰ-１　HAWを地震や津波から防護するための安全対策
8/17着工

優先度Ⅳ　その他施設（約40施設）の対策検討（津波・地震・その他事象）

○制御室の安全対策

設計

優先度Ⅰ-2　TVFを地震や津波から防護するための安全対策

・主排気筒の耐震補強工事（HAW・TVFへの
波及影響の防止のため筒身にコンクリートを
増打補強する）

調整設計

HAWの内部火災、溢水、制御室の安
全対策に関しては検討状況を踏まえ
て対応する。

防護対策検討・設計

※工事準備等進捗による見直しに伴
い、工事開始時期をR3年3月とす
る。

準備 工事

評価結果を踏まえ必要に応じて変更
申請を実施する。

変更申請

・第二付属排気筒耐震補強工事（排気筒基礎
部及びダクト架台を補強する）

溢水対策の配管耐震補強と合わせて
設計を実施する。

変更申請
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東海再処理施設の安全対策の実施に係る全体スケジュール
別紙1

2/2

R元年度 R2年度 R3年度

第4
1 2 6 75

第2
10 119

第2 第3
12

第3四半期 第4四半期
第1

備考
R4年度

第1 第3
3 4 2 3

第4
8

第4四半期 第1四半期 第2四半期

（第52回東海再処理施設安全監視チーム会合（11/19）資料1　改定）　　　　　　　　

実施項目
1

変更申請

※

変更申請

変更申請
※

変更申請

変更申請

変更申請

※

変更申請

※

変更申請

変更申請

変更申請

変更申請

その他の漂流物となり得る設備等の固縛等

スケジュールについては進捗等に応じて適宜見直すものである。

設計 施工設計

工事

工事

※HAW周辺地盤補強工事完了までは
足場の設置等ができないことから工
事予定時期をR4年４月以降とする。

準備

準備

準備・製作

第２ウラン貯蔵所、第一、第二低放射性固体廃棄物貯蔵場

工事

・TVF内部火災対策工事（動力系安全系ケーブ
ルの1号系、2号系統間の間仕切りによる系統
分離）

・事故対処設備配備場所地盤補強工事（重大
事故対処設備の配備場所（プルトニウム転換
技術開発施設管理棟駐車場）を地震に耐え得
る地盤に改良） 設計

設計

工事準備

配備

・TVF建家の竜巻対策工事（飛来物の建家内侵
入防止のため建家窓の鉄板による閉止措置の
実施）

設計

保安林解除・PP設備対応

計画策定 処置の実施

設計・TVF溢水対策工事（配管耐震補強、被水防止
板設置、蒸気遮断弁設置）

※HAW周辺地盤補強工事完了までは
足場の設置等ができないことから工
事予定時期をR4年４月以降とする。

設計

準備・工事

・その他施設（約40施設）の対策検討（津
波・地震・その他事象）（必要に応じて実
施）

評価結果を踏まえ必要に応じて設
計、変更申請、対策工事を実施す
る。

容器の固縛・移動等の処置

・漂流物となり得る設備等の固縛・移動・撤
　去

UO3，低放射性固体廃棄物の固縛処置

優先度Ⅳ　その他施設（約40施設）の対策検討（津波・地震・その他事象）

設計

上記対策のうち、実施可能なものと
して先行実施する。

工事

工事

設計
・HAW建家の竜巻対策工事（飛来物の建家内
侵入防止のため建家窓の鉄板による閉止措置
の実施） 工事

・外部火災対策工事（防火帯の設置）

準備

準備 工事

ウラン貯蔵所

優先度Ⅲ　HAW、TVFのその他事象等に対する安全対策

設計

設計不要なものは先行して配置する。
※本件についてはＲ3年1月の事故対
処の有効性評価の結果を踏まえR3年1
月に変更申請を行う。

・TVF事故（高放射性廃液蒸発乾固）に係る対
策（可搬設備の分散配置、冷却水コイル及び
受入槽、濃縮液槽等への直接注水に係る接続
治具の製作、影響緩和策として電源がない状
態でのセル導出に係るインテーク弁操作治具

・HAW事故（高放射性廃液蒸発乾固）に係る
対策（可搬型設備の分散配置、冷却水コイル
及びHAW貯槽への直接注水に係る接続口の追
加設置等）

優先度Ⅱ-2　TVFの重大事故対処関連工事

設計不要なものは先行して配置す
る。

※製作工程の見直しに伴う変更

・TVFの事故対処に係る設備の設置（全電源喪
失時のガラス固化体の崩壊熱除去機能に係る
対策として、移動式発電機からの給電により
強制換気を復旧するための分電盤を設置）

準備・製作

工事

設計

準備・製作 配備

準備・製作 工事

・TVF制御室の換気対策工事（全電源喪失時の
可搬型設備（ブロワ、フィルタ）による制御
室の換気対策）

優先度Ⅱ-1　HAWの重大事故対処関連工事
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再処理施設における代表漂流物の妥当性の検証について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和2年12月18日 

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

【資料 2】 

【概要】 

○ 津波防護対策の設計に反映するため、再処理施設において選定した代表漂流物（水素タン

ク、防砂林、小型船舶、中型バス）について、浸水後の引き波の影響を含めた設計津波の流況

解析及び漂流物の軌跡解析を行い、その結果から再処理施設（HAW 及び TVF）への到達の有

無を明らかにし、その妥当性を検証した。 

 

○ 引き波の影響も考慮し、核燃料サイクル工学研究所西側と原子力科学研究所については、追

加のウォークダウンを実施し漂流物を判定した。なお、日本原子力発電株式会社東海第二発

電所及びその北側については、日本原子力発電株式会社東海第二発電所の調査結果、軌跡

解析の結果を参考にした。 

 

○ 設計津波の浸水域における設計津波の流況解析及び漂流物の軌跡解析の結果から以下のこ

とを確認し、再処理施設において選定した代表漂流物は妥当であることを確認した。 

▪ 選定した代表漂流物の重量を超える漂流物は、再処理施設（HAW 及び TVF）に到達しない。 

▪ 選定した代表漂流物のうち、水素タンク、防砂林、中型バスは再処理施設（HAW 及び TVF）

に到達する（水素タンクは令和 2 年 10 月に撤去済み）。 

▪ 選定した代表漂流物のうち、小型船舶は再処理施設（HAW 及び TVF）に到達しない。 

 

○ 引き波については流況解析と軌跡解析の結果から、核燃料サイクル工学研究所西側からの漂

流物が再処理施設(HAW 及び TVF)に到達することはないものの、引き波の最大流速が約 2 

m/s であることを踏まえて再処理施設(HAW 及び TVF)の西側には消波ブロック等を設置するこ

とで、核燃料サイクル工学研究所内の公用車等の漂流物の到達防止を検討する。 
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再処理施設における代表漂流物の妥当性の検証について 

 

1. はじめに 

 令和 2 年 7 月 10 日に認可された再処理施設の廃止措置計画において、漂流物調査で

選定した代表漂流物については、津波の流況及び漂流物の軌跡解析の結果を踏まえて、

津波防護柵への設計に反映するため、再処理施設（以下、「HAW 及び TVF」という。）へ

の到達の有無を明らかにし、令和 2 年 10 月末までにその妥当性を検証することとして

いる。また、第 10回原子力規制委員会（令和 2年 6月 17 日）では、引き波による影響

も検討するようにとの指摘を受けた。 

 そこで、施設敷地内に流入する津波の防護対策に対して万全を期する観点から、引き

波の影響を含めて津波の流況解析及び漂流物の軌跡解析を行った。これらの結果から

HAW 及び TVF への到達の有無を明らかにし、代表漂流物の妥当性を検証したので報告す

る。 

 

2. 代表漂流物の妥当性の検証方法 

(1) 漂流物の追加調査 

 前回の漂流物調査（令和 2 年 2～3 月に実施）では、図 1 に示す調査範囲のうち、押

し波による影響を踏まえ、核燃料サイクル工学研究所（以下、「核サ研」という。）、及

び核サ研東側（常陸那珂火力発電所、茨城港常陸那珂港区）の現場調査（ウォークダウ

ン）を行う。代表漂流物の妥当性の検証にあたっては、引き波の影響も考慮し、核サ研

西側と原子力科学研究所（以下、「原科研」という。）について、追加のウォークダウン

を実施して漂流物を判定する。なお、日本原子力発電株式会社東海第二原子力発電所（以

下、「TK2」という。）とその北側については、TK2 の調査結果、軌跡解析結果を参考にす

る。 

 

(2) 津波の流況解析及び漂流物の軌跡解析 

 核サ研及び周辺の地形の状況を調査するとともに、津波の流況解析及び代表漂流物等

の漂流物の中から選定した位置を評価点とし、軌跡解析を実施する。これらの軌跡解析

結果及び地形の調査結果を踏まえ、代表漂流物等が HAW 及び TVF へ到達するかを確認す

る。 

 

(3) 代表漂流物の妥当性の検証 

 代表漂流物の重量を超える漂流物が HAW 及び TVF に到達するかを確認し、選定した代

表漂流物が妥当であることを検証する。なお、代表漂流物の重量を超える漂流物が HAW

及び TVF に到達する場合は、代表漂流物を変更し、津波防護対策の設計へ反映する。 

 

3. 検証結果 

3.1 漂流物の追加調査結果 

3.1.1 核サ研西側、原科研の漂流物（添付 1 参照） 

 核サ研西側と原科研について、前回の漂流物調査と同様の方法で、ウォークダウン

及びスクリーニングを実施して漂流物を判定した。 

 その結果、漂流物には簡易建物（倉庫）、木造建物（がれき）、プラスチック･樹脂製
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品（パレット）、自動販売機、タンク･槽、コンテナ、ボンベ類、植生、大型車両、普

通車両があった。各分類の中で代表漂流物の重量（水素タンク：約 30 t、防砂林：約

0.55 t、小型船舶：約 57.0 t、中型バス：約 9.7 t）を超えるものは、下記に示す核

サ研西側の植生と LNG タンクローリであった。 

 

【流木】植生：約 7.8 t 

【車両】LNG タンクローリ：約 15.1 t 

 

3.1.2 TK2 及び TK2 北側の漂流物について 

 TK2 の調査結果より、TK2 及び TK2 北側の漂流物は標識ブイ、防砂林、普通自動車

（パトロール車）、小型船舶、倉庫、木造建物、漁船であり、代表漂流物は船舶：約 15 

t、流木：約 0.08 t、車両（パトロール車）：約 0.69 t であった。 

 TK2 が実施した軌跡解析は、評価点と防波堤の有無の違いにより添付 2に示す 4種

類が報告されており、この軌跡解析の結果から、TK2 周辺及び TK2 北側の漂流物は HAW

及び TVF には到達しないことを確認した。 

 

3.2 核サ研及びその周辺の地形状況、津波の流況解析、漂流物の軌跡解析 

3.2.1 核サ研及びその周辺の地形状況（図 2 参照） 

(1) 核サ研東側、原科研 

 核サ研東側は茨城港常陸那珂港区、常陸那珂火力発電所を隔てて海域となっており、

核サ研の北側には新川を挟んで原科研がある。 

 核サ研東側では、図 2(1)、(2)に示すように、茨城港常陸那珂港区と常陸那珂火力

発電所の敷地はほぼ平坦である。茨城港常陸那珂港区と核サ研の境界付近は高低差が

約 10～20 m、常陸那珂火力発電所と核サ研の境界付近は高低差が約 2 m あり、核サ

研東側は核サ研よりも標高が低い場所に位置している。 

 原科研では、図 2(3)に示すように、新川に近い J-PARC 施設周辺の標高は高いもの

の、新川周辺の標高は核サ研とほとんど変わらない。 

 

(2) 核サ研 

 HAW 及び TVF は核サ研東側（常陸那珂火力発電所）と核サ研の境界から約 500 m、

新川河口からは約 500 m の地点にある。図 2(2)、(4)に示すように、核サ研東側（常

陸那珂火力発電所）と核サ研の境界から HAW 及び TVF、新川河口から HAW 及び TVF ま

ではほぼ起伏のない平坦な地形である。 

 HAW 及び TVF の西側では、図 2(5)に示すように、新川に向かって標高差約 2 m の緩

やかな下り勾配を持つ地形になっている。HAW 及び TVF から西方向に約 800 m 離れた

地点には核サ研正門があり、図 2(6)に示すように、HAW 及び TVF から正門までは緩や

かな上り勾配を持つ地形になっている。これらの結果より、HAW 及び TVF の西側に大

きな起伏はなく、ほぼ平坦な地形となっている。 

 

(3) 核サ研西側 

 核サ研西側には、南北方向に国道 245 号線、西方向に村道があり、その周辺には新

川に沿って水田地帯が広がっている。 
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 図 2(6)に示すように、核サ研西側の標高は核サ研よりも国道 245 号では約 5 m、水

田地帯では約 10 m 低く、水田地帯はほぼ平坦な地形であり、核サ研西側は核サ研よ

りも標高の低い場所に位置している。 

 

3.2.2 津波の流況解析 

(1) HAW 及び TVF 周辺に建物あり及びなしの場合の流況（図 3参照） 

 HAW 及び TVF周辺の建物をあり及びなしとした場合における津波の流況を比較した

結果、両者の流況はほぼ同じ挙動を示した。押し波時の津波の流速は、HAW 及び TVF

周辺に建物がありの場合は約 4 m/s、なしの場合は約 6 m/s、引き波時の津波の流速

は、HAW 及び TVF 周辺に建物がありの場合は約 1.6 m/s、なしの場合は約 2 m/s であ

り、HAW 及び TVF 周辺に建物がない場合の方が津波の流速は大きく、より保守的な評

価となる。このため、以降の流況解析、漂流物の軌跡解析では、HAW 及び TVF 周辺に

建物がなしとしたモデルを評価に用いることとした。 

 

(2) 核サ研東側、原科研（解析結果の詳細は添付 3参照） 

 津波は、地震発生から約 35 分後に核サ研東側に到達し、約 37分後には原科研に到

達する。その後、地震発生から約 39 分後には引き波が始まり、地震発生から約 50分

後まで継続する。 

 

(3) 核サ研（解析結果の詳細は添付 4参照） 

 地震発生から約 37 分後に核サ研の北東方向及び南東方向から津波が核サ研に浸入

し、地震発生から約 38.5 分後には、北東方向からの津波が HAW 及び TVF に到達する。

その後、南東方向からの津波が合流し、核サ研の西方向に向かって津波は遡上する。 

 地震発生から約 42 分後には核サ研で引き波が始まり、引き波は HAW 及び TVF の東

側では新川河口及び核サ研東側に向かい、HAW 及び TVF の西側では新川へ向かう。HAW

及び TVF の西側で引き波が新川に向かうのは、核サ研の地形が新川に向けて緩やかな

下り勾配を持つためと考えられた。なお、地震発生から約 50 分以降、津波の遡上は

なく、HAW 及び TVF 付近の浸水深、流速分布に大きな変動はない。 

 

(4) 核サ研西側（解析結果の詳細は添付 5参照） 

 核サ研西側では新川を遡上した津波が、地震発生から約 40 分後に水田地帯へ浸入

する。その後、地震発生から約 40～150 分にかけて津波は水田全域に広がる。 

 核サ研西側では国道 245 号線及び水田地帯の標高が核サ研よりも低いため、東方向

の核サ研に向かう引き波は見られず、水田地帯には海水が溜り、水位分布等に変化は

見られない。 

 

(5) 引き波の影響について（添付 6参照） 

 引き波による影響を確認するため、津波の流況解析から、遡上した津波が引く際の

水位・流速・流向の経時変化を把握し、押し波及び引き波の発生状況を確認した。ま

た、東日本大震災による被災事例の確認を行った。 

 廃止措置計画用設計津波の策定位置における時刻歴の波形より、地震発生から約

130 分以降は津波による影響はないと判断できる。このため、流況解析の解析時間は
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地震発生から 240 分間とした。流況解析の結果から HAW 及び TVF 周辺の津波の流速

は、押し波では約 6 m/s に対して引き波では約 2 m/s となり、引き波による影響は小

さいと考えられる。 

 東日本大震災の被災事例の報告から、急傾斜の谷が海岸に没するリアス式海岸の場

合は、谷を遡上した津波が海に戻る際の引き波の流速が特に大きくなり、巨大な破壊

力を生じるものと考えられている。 

 核サ研及びその周辺は太平洋に面しており、津波の遡上域は単調な地形を呈してお

り、津波を増大させるような急傾斜地形は認められない。このため、引き波による影

響は小さいものと考えられる。 

 

3.2.3 漂流物の軌跡解析 

(1) 解析条件 

 漂流物調査で判定した漂流物の中から評価点を選定し、軌跡解析を実施した。軌跡

解析は、TK2 における評価と同じく、港湾構造物があり･なしのモデルで行い、評価時

間は地震発生から 240 分間、浸水深が 10 cm 以上で漂流物は漂流することとした。 

 軌跡解析は水粒子のシミュレーションであり、漂流物の挙動と水粒子の軌跡は完全

に一致するものではないが、水粒子の軌跡は漂流物の挙動と比較して敏感であり、漂

流物の HAW 及び TVF への影響を評価する上で重要な流向について、把握することがで

きる。 

 

(2) 軌跡解析の評価点（図 4参照） 

①代表漂流物 

 代表漂流物が、HAW 及び TVF に到達するか確認するため、以下の漂流物の位置を軌

跡解析の評価点に選定した。 

 前回の漂流物調査で選定した代表漂流物 

 ⇒「水素タンク」※1、「防砂林」、「小型船舶」※2、「中型バス」 
※1 水素タンクは令和 2 年 10 月に撤去した。次に重い窒素タンクは、水素タンクの設置

位置と近接しており、本評価点では窒素タンクも包含して評価 

※2 ウォークダウンで確認した係留中の小型船舶の位置を評価点に選定 

 代表漂流物である小型船舶が航行することを想定した海域 

 ⇒「海域(1)～(8)」 

 

②核サ研東側、原科研、再処理施設周辺の漂流物 

 押し波で HAW 及び TVF に到達する漂流物、設定した HAW 及び TVF の津波防護ライン

の南西側に回り込む漂流物を確認するため、以下の漂流物の位置を軌跡解析の評価点

に選定した。 

 核サ研東側と原科研で重量が大きい又は数量が多い漂流物 

 ⇒核サ研：「タンク（LNG）」、「乗用車」、「コンテナ」 

 ⇒原科研：「ヘリウムガスタンク」、「乗用車（J-PARC）」 

 押し波で HAW 及び TVF に到達する可能性がある再処理施設周辺の漂流物 

 ⇒「ドラム缶･コンテナ」 

 津波防護ラインの南西側へ回り込む可能性がある新川河口、新川沿い、津波防護
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ライン南西側の漂流物 

 ⇒「浮標（新川河口）」、「資機材類」、「硝酸タンク」、「タンク（RETF）」 

 

③核サ研（再処理施設外）、核サ研西側の漂流物 

 引き波で HAW 及び TVF に到達する漂流物を確認するため、以下の漂流物の位置を軌

跡解析の評価点に選定した。 

 核サ研（再処理施設外）の敷地内でほぼ均等に配置されている駐車場の乗用車 

 ⇒「乗用車（再処理）」、「乗用車（工学試験棟）」、「乗用車（PWTF）」、「乗用車（松

林）」、「乗用車（食堂）」、「乗用車（工務技術管理棟）」 

 核サ研西側で重量が大きい又は数量が多い漂流物 

 ⇒「植生」※3、「LNG タンクローリ」※3、4、「木造建物（がれき）」 
※3 追加調査で確認した代表漂流物の重量を超える漂流物 

※4 LNG タンクローリは、国道 245 号又は村道を走行するため、流況解析の結果から、核

サ研西側の津波の遡上エリアの中で最も勢いのある津波が到達すると想定された新

川付近の国道 245 号を評価点に選定 

 

(3) 軌跡解析の結果（表 1参照、解析結果の詳細は添付 7参照） 

 軌跡解析の結果、HAW 及び TVF に到達する漂流物は「水素タンク」と「防砂林」の

みであり、その他の評価点における漂流物の軌跡は、HAW 及び TVF に向かわないもの

であった。 

 

3.3 HAW 及び TVF に到達する可能性のある漂流物の確認 

 津波の流況と漂流物の軌跡解析の結果、及び地形の調査結果を踏まえ、HAW 及び TVF

に到達する可能性のある漂流物について確認した。 

 

3.3.1 代表漂流物 

(1) 水素タンク、防砂林（図 5） 

 水素タンクは HAW 及び TVF から約 30 m しか離れておらず、核サ研の北東方向（新

川河口付近）からの押し波で HAW 及び TVF に到達する。なお、水素タンクについては

令和 2年 10 月に撤去した。 

 防砂林は、新川河口から核サ研と核サ研東側の境界に沿って分布している。新川河

口付近から HAW 及び TVF までは起伏が少なく平坦な地形であり、勢いのある押し波が

到達する。このため、防砂林は津波によって流され、HAW 及び TVF に到達する。 

 

(2) 小型船舶(図 6、7) 

 小型船舶は、茨城港常陸那珂港区の中央埠頭エリアに係留されている。小型船舶の

係留場所周辺から HAW 及び TVF の間には高低差約 10～20 m の台地があり、押し波時

の津波は西方向、引き波時は東方向と一定方向のベクトルを示すため、小型船舶はHAW

及び TVF には向かわず、押し波で西方向、引き波で海域へ流される。このため、係留

中の小型船舶は HAW 及び TVF には到達しないと考えられた。 

 また、海域を航行する小型船舶を想定して海域(1)～(8)について、軌跡解析を行っ

た結果、港湾ありモデル・なしモデルともに海域(1)～(8)における小型船舶の軌跡は、

沖合を漂流し、HAW 及び TVF に向かうことはなかった。港湾ありモデルでは、沖合の
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防波堤にそって津波のベクトルが一定方向を向くため、海域(1)～(8)における小型船

舶の移動量も港湾なしモデルよりも大きくなったが、HAW 及び TVF に向かう軌跡は示

されなかった。このため、航行中の小型船舶は HAW 及び TVF に到達しない。 

 これらの結果より、小型船舶は係留中及び航行中であっても、HAW 及び TVF には到

達しない。 

 

(3) 中型バス（図 8） 

 中型バスの駐車場所を評価点として軌跡解析を行った結果、中型バスは押し波で西

方向に流されたのち引き波で新川に向かい、HAW 及び TVF には向かわない。これは、

核サ研の地形が新川に向けて緩やかな下り勾配を持ち、引き波が新川に向かうためと

考えられた。 

 一方、中型バスは構内を走行する公用車であり、再処理施設内に移動することによ

り、HAW 及び TVF に近づくことがある。このため、保守的に HAW 及び TVF に到達する

ものとした。 

 

3.3.2 核サ研東側、原科研、再処理施設周辺の漂流物 

(1) 核サ研東側（図 9） 

 タンク（LNG）の設置場所の東方向は標高が高く、押し波時に津波のベクトルが北

西方向を向くため、タンク（LNG）は北方向に向かって流され、その後の引き波で海

域に向かう。このため、タンク（LNG）は HAW 及び TVF には到達しない。 

 核サ研東側はほぼ平坦な地形であるため、乗用車、コンテナは、押し波で HAW 及び

TVF のある西方向に向かうものの、押し波の継続時間は短く、HAW 及び TVF に到達す

る前に引き波が始まり海域へ向かう。しかし、核サ研東側の乗用車は常陸那珂火力発

電所内、茨城港常陸那珂港区内を走行し、コンテナは船への積載･荷降ろし時に設置

場所が変わる漂流物であり、HAW 及び TVF に向かう軌跡を示す場所に移動する可能性

があることから、保守的に核サ研東側の乗用車、コンテナは HAW 及び TVF に到達する

ものとした。 

 

(2) 原科研（図 10） 

 原科研（J-PARC 施設周辺）の地形は新川に向かって下り勾配を持つため、ヘリウム

ガスタンク、乗用車（J-PARC）は、押し波で新川に向かったのち海域又は西方向に流

される。原科研と核サ研の境界には新川があり、原科研の漂流物は核サ研に到達する

前に新川を流れる。このため、原科研の漂流物は、HAW 及び TVF には到達しない。 

 

(3) 再処理施設周辺（HAW 及び TVF の東側）（図 11、12） 

 核サ研の再処理施設周辺のドラム缶･コンテナは、核サ研の北東方向（新川河口付

近）からの押し波で設置場所よりも南方向に流されて、浸水深が少なくなるため、そ

の場に留まる。このため、ドラム缶･コンテナは HAW 及び TVF に到達しない。 

 新川河口･新川沿いの浮標（新川河口）、資機材類、硝酸タンクは、核サ研の北東方

向（新川河口付近）からの押し波で HAW 及び TVF に向かって流されるものの、押し波

の継続時間は短く、HAW 及び TVF に到達する前に引き波が始まり、東方向又は新川に

向きを変えて流される。なお、浮標（新川河口）、資機材類、硝酸タンクは、一時的に
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HAW 及び TVF に向かって流されるものの、設置位置から移動するものではないことか

ら、これらは HAW 及び TVF には到達しない。 

 津波防護ライン南西側のタンク（RETF）は、押し波で核サ研の西方向に流されたの

ち、引き波で新川に向かう。このため、タンク（RETF）は、HAW 及び TVF には到達し

ない。 

 また、再処理施設周辺で軌跡解析の評価点に選定した各漂流物は、いずれも津波防

護ライン南西側への回り込みは確認されなかった。 

 なお、HAW 及び TVF の近傍には、軌跡解析の評価点には選定しなかったものの、重

量の大きい漂流物として窒素タンク（約 28 t）、さらに還水タンク（約 14 t）が設置

されている。窒素タンク（約 28 t）は、水素タンク（約 30 t）の近傍に設置されて

おり、水素タンク（約 30 t）と同様の軌跡を示すと考えられることから、今後、漂流

物とならない対策を講ずる予定である。また、還水タンク（約 14 t）の設置位置は

HAW 及び TVF から約 100 m しか離れていないことから、保守的に HAW 及び TVF に到達

するものとした。 

 

3.3.3 核サ研（再処理施設外）、核サ研西側の漂流物 

(1) 核サ研(再処理施設外)（HAW 及び TVF の西側）（図 13、14） 

 HAW 及び TVF の西側にある核サ研（再処理施設外）の各駐車場の乗用車は、浸水深

が少ないためにほとんど流されずにその場に留まる、又は押し波で核サ研の西方向に

流されたのち、引き波で新川に向かう。これは、核サ研においては、押し波が西方向

に向かい、引き波は緩やかな勾配を持つ新川に向かって流れるためと考えられた。 

これらの結果より、核サ研（再処理施設外）にある松林等の植生についても乗用車

と同様に、HAW 及び TVF には到達しないと考えられた。一方、再処理施設内にある植

生は HAW 及び TVF の近傍にあることから、引き波で HAW 及び TVF に到達すると考えら

れた。また、公用車として使用している核サ研内の乗用車は、中型バスと同様に、再

処理施設内に移動することで、HAW 及び TVF に近づく可能性があることから、引き波

で HAW 及び TVF に到達するものとした。 

 

(2) 核サ研西側（図 15） 

 代表漂流物の重量を超える植生、LNG タンクローリは水田地帯へ流され、HAW 及び

TVF に向かうことはなかった。核サ研西側では新川に向かう以外の引き波の流況は見

られず、標高も核サ研より低く、引き波で核サ研西側の漂流物が核サ研に浸入するこ

とはない。仮に核サ研西側の漂流物が引き波で流された場合、津波の流況から新川に

沿って海域に向かうものと考えられた。このため、核サ研西側の漂流物は、HAW 及び

TVF には到達しない。 

 

3.4 代表漂流物の妥当性の検証（表 2） 

 建物･設備、流木、船舶、車両に分類した漂流物を重量の大きい順に並べ、HAW 及び

TVF に到達する可能性について整理した結果を表 2に示す。 

 表 2 より、前回の漂流物調査で選定した代表漂流物（水素タンク、防砂林、小型船舶、

中型バス）の重量を超える漂流物は、HAW 及び TVF には到達せず、選定した代表漂流物

は妥当である。 
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4. まとめ 

 津波の流況及び漂流物の軌跡解析の結果より、代表漂流物の重量を超える漂流物が

HAW 及び TVF に到達することはなく、前回の調査で選定した代表漂流物（水素タン

ク、防砂林、小型船舶、中型バス）は妥当である。 

 代表漂流物の中で HAW 及び TVF に到達するものは水素タンク（令和 2 年 10 月に撤

去済み）、防砂林、中型バスであり、小型船舶は HAW 及び TVF には到達しない。今

後、HAW 及び TVF に到達する可能性のある漂流物を踏まえ、津波防護対策の設計へ

反映する。 

 なお、引き波については流況解析と軌跡解析の結果から、核サ研西側からの漂流物

が HAW 及び TVF に到達することはないものの、引き波の最大流速が約 2 m/s である

ことを踏まえて HAW 及び TVF の西側には消波ブロック等を設置することで、核サ研

内の公用車等の漂流物の到達防止を検討する。 

 

以 上 
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漂流物の調査範囲
再処理施設（HAW及びTVF）から半径5 km※1以内で，津波が遡上するエリア

※1 立地が近いTK2が，漂流物の最大移動量3.6 kmに保守性をもって設定した値を踏まえ，同じ
調査範囲（半径5 ㎞）とした。

図1 漂流物の調査範囲

再処理施設
(HAW及びTVF)

核サ研

半径5 kmの円

出典：google

核サ研西側

原科研

津波の遡上エリア：
白線で示した範囲

TK2

核サ研東側

TK2北側

常陸那珂火力発電所

茨城港
常陸那珂港区

TK2が選定した漂流物、TK2が実施した軌跡解析の
結果を参考にするエリア

引き波の影響を考慮し、今回、追加のウォークダウン
を実施したエリア

前回の漂流物調査でウォークダウンを実施したエリア
(令和2年2月～3月に実施)
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核サ研及び核サ研周辺図

出典：国土地理院地図

図2 核サ研及び核サ研周辺の地形状況
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(2) 再処理施設-B間の地形断面図 (3) 再処理施設-C間の地形断面図
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時間(分) HAW及びTVF周辺建物「あり」の場合 HAW及びTVF周辺建物「なし」の場合

38.5
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40

42

43

図3 HAW及びTVF周辺の津波の流況（1/2）
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しの両者とも、核サ研の北東方
向からの津波がHAW及びTVFに
到達
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向からの津波が合流して核サ研
西方向へ遡上
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津波の流速
(押し波時)
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HAW及びTVFの東側で

は、引き波が始まり、引
き波は新川河口と核サ
研東側に向かうHAW及びTVF

HAW及びTVF
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は新川に向かう

津波の流速
(引き波時)
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【解析条件】
港湾構造物：なし
評価時間：地震発生から240分間

新川を遡上した津波が
核サ研西側の水田地帯
に浸入

 HAW及びTVF周辺の建物なしの
場合の方が、引き波時の津波の
ベクトルは大きい

⇒HAW及びTVF周辺の建物なしの
場合の方がより保守的な評価
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11
<17>



時間(分) HAW及びTVF周辺建物「あり」の場合 HAW及びTVF周辺建物「なし」の場合

45
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図3 HAW及びTVF周辺の津波の流況（2/2）
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HAW及びTVF HAW及びTVF
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【解析条件】
港湾構造物：なし
評価時間：地震発生から240分間

HAW及びTVF周辺の建物あり、な
しの両者とも、地震発生から約50
分以降でHAW及びTVF付近の浸水
深、流速分布に大きな変動はない

新川を遡上した津波は核サ
研西側の水田地帯全体に
広がり、東方向の核サ研に
向かう引き波は見られない
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T.P.
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表 1 漂流物の軌跡解析の結果 

漂流物 軌跡解析の結果※1 

代
表
漂
流
物 

水素タンク ○ 
 「水素タンク」、「防砂林」は HAW 及び TVF に到達する。 

 「小型船舶」は、係留中及び海域を航行中であっても海域に

流され、HAW 及び TVF には向かわない。 

 「中型バス」は、核サ研の西方向に流されたのち新川に向か

うため、HAW 及び TVF には向かわない。 

防砂林 ○ 

小型船舶 × 

中型バス × 

核
サ
研
東
側 

タンク（LNG） × 

 核サ研東側の「タンク（LNG）」、「乗用車」、「コンテナ」は海

域に流され、HAW 及び TVF には向かわない。 

 原科研の「ヘリウムガスタンク」、「乗用車（J-PARC）」は、

新川に向かったのち海域又は西方向に流され、HAW 及び TVF

には向かわない。 

 核サ研の「浮標（新川河口）」、「資機材類」、「硝酸タンク」

は、海域又は新川に向かって流され、HAW 及び TVF には向か

わない。 

 「タンク（RETF）」は、核サ研の西方向へ流されたのち新川

に向かい、HAW 及び TVF には向かわない。 

乗用車 × 

コンテナ × 

原
科
研 

ヘリウムガスタンク × 

乗用車（J-PARC） × 

(

再
処
理
施
設
内) 

核
サ
研 

ドラム缶･コンテナ × 

浮標（新川河口） × 

資機材類 × 

硝酸タンク × 

タンク（RETF） × 

(
再
処
理
施
設
外) 

核
サ
研 

乗用車（再処理） × 

 核サ研（再処理施設外）の各駐車場の乗用車は、ほとんど流

されずにその場に留まる又は核サ研の西方向へ流されたの

ち新川に向かい、HAW 及び TVF には向かわない。 

乗用車（工学試験棟） × 

乗用車（PWTF） × 

乗用車（松林） × 

乗用車（食堂） × 

乗用車（工務技術管理

棟） 
× 

核
サ
研
西
側 

植生 ×  「植生」、「LNG タンクローリ」、「木造建物（がれき）」は、

水田地帯のある西方向に流され、その場に留まり、HAW 及び

TVF には向かわない。 

LNG タンクローリ × 

木造建物（がれき） × 

※1 ○：HAW 及び TVF に到達する 

   ×：HAW 及び TVF には向かわない 
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HAW及びTVF

核サ研
の境界

図5 水素タンク、防砂林のHAW及びTVFへの到達の可能性

津波防護
ライン

【津波の流況、漂流物の軌跡解析の条件】
港湾構造物：なし
HAW及びTVF周辺の建物：なし
評価時間：地震発生から240分間

防砂林（約0.55 t)

水素タンク(約30 t)
(R2年10月に撤去済み)

HAW及びTVF 核サ研の境界

新川
河口

核サ研東側
(常陸那珂火力発電所)

核サ研東側・新川河口からの地形

新川河口からの地形断面図
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新川河口からHAW及びTVFまで
は、ほぼ起伏のない平坦な地形

出典：国土地理院地図

押し波時の津波の流向

引き波時の津波の流向

防砂林の分布範囲

水素タンクと防砂林の軌跡解析結果と水素タンクの配置(拡大図)

水素タンクは核サ研の北東方向（新川河口付近）からの押し波でHAW及びTVFに到達

HAW及びTVF

防砂林は核サ研の北東方向（新川河口付近）からの押し波でHAW及びTVFに到達

T.P.
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図6 小型船舶（係留中）のHAW及びTVFへの到達の可能性

HAW及びTVF

津波防護ライン

核サ研の境界

小型船舶の係留場所
(中央埠頭エリア)

小型船舶(約57.0 t)

押し波時の津波の流向

引き波時の津波の流向

【津波の流況、漂流物の軌跡解析の条件】
港湾構造物：なし
HAW及びTVF周辺の建物：なし
評価時間：地震発生から240分間

常陸那珂
火力発電所

小型船舶の係留場所

出典：国土地理院地図

核サ研境界の地形断面図

核サ研境界の地形断面図
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発電所

HAW及びTVF
核サ研の
境界

茨城港
常陸那珂港区

津波の到達前 押し波時 引き波時

小型船舶の係留場所周辺における津波の流況

地震発生：36.5分後 地震発生：40分後地震発生：35分後

押し波時は西方向の
ベクトルを示す

引き波時は東方向の
ベクトルを示す

小型船舶の係留場所

小型船舶の軌跡
解析結果

津波は押し波時に西方向、引き波時に東方向と一定方向のベクトルを示すため、係留中の小型船舶は
押し波時に西方向、引き波で海域へ流され、HAW及びTVFには到達しない
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図8 中型バスのHAW及びTVFへの到達の可能性

HAW
及びTVF

津波防護
ライン

核サ研の境界

中型バス(約9.7 t)

押し波時の津波の流向

引き波時の津波の流向

【津波の流況、漂流物の軌跡解析の条件】
港湾構造物：なし
HAW及びTVF周辺の建物：なし
評価時間：地震発生から240分間

核サ研（再処理施設外）（HAW及びTVFの西側）の地形状況

HAW及びTVF

新川に向かって緩やかな
下り勾配

核サ研正門国道245号線

核サ研正門までは僅かな
上り勾配
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中型バス
駐車場周辺 新川

出典：国土地理院地図

核サ研内の地形断面図

出典：国土地理院地図

核サ研の境界
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) 新川

正門付近
(T.P.約12 m)

国道245号線
(T.P. 約7 m)

水田地帯
(T.P.約2～3 m)

HAW及びTVFまでの距離（m）

核サ研西側 核サ研

核サ研西側と核サ研の断面図

核サ研正門付近の標高
は核サ研西側よりも高い

軌跡解析ではHAW及びTVFに向かわないものの、中型バスは構内を走行する公用車であり、再処理施設内に
移動することによりHAW及びTVFに近づくことがあるため、保守的にHAW及びTVFに到達するものとした。

HAW及びTVF

中型バスの軌跡解析結果
 押し波で核サ研の西方向に流される。

 核サ研は新川方向に向けて緩やかな
下り勾配を持つため、引き波で新川
に向かう。

中型バスの軌跡（拡大図）

核サ研の境界

T.P.
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漂流物 到達の可能性

タンク（LNG) 押し波で北方向に流され、引き波で海域に向かうため、HAW及びTVFには到達しない

乗用車
押し波でHAW及びTVFに向かったのち引き波で海域に流されるものの、乗用車は敷地内を走行して
HAW及びTVFに向かう軌跡を示す場所に移動する可能性があることから、保守的にHAW及びTVFに
到達するものとした

コンテナ
押し波でHAW及びTVFに向かったのち引き波で海域に流されるものの、船への積載･荷降ろし時に設
置場所が変わり、HAW及びTVFに向かう軌跡を示す場所に移動する可能性があることから、保守的
にHAW及びTVFに到達するものとした

図9 核サ研東側の漂流物のHAW及びTVFへの到達の可能性

HAW及びTVF

乗用車( )

タンク(LNG)
( )

核サ研の境界

コンテナ ( )

津波防護
ライン

押し波時の津波の流向

引き波時の津波の流向

【津波の流況、漂流物の軌跡解析の条件】
港湾構造物：なし
HAW及びTVF周辺の建物：なし
評価時間：地震発生から240分間

約18 m

HAW及びTVF

タンク（LNG）
設置場所

タンク（LNG）設置場所周辺の地形
タンク（LNG）設置場所の東方向は

標高が高く、押し波時の津波のベク
トルは北西方向を向く
⇒タンク（LNG）は押し波で北方向に
流され、引き波で海域に向かう

HAW及びTVF 核サ研の境界

新川
河口

核サ研東側
(常陸那珂火力発電所)

核サ研東側からの地形

新川河口からの地形断面図
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TVF

HAW及びTVFからの距離(m)

約2 m

核サ研東側の地形はほぼ平坦であり、乗用
車、コンテナは、押し波でHAW及びTVFのあ

る西方向に向かうものの、その後の引き波
で海域に向かって流される。

常陸那珂
火力発電所

茨城港
常陸那珂港区

出典：国土地理院地図

核サ研東側はほぼ平坦

出典：国土地理院地図

T.P.
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漂流物 到達の可能性

ヘリウムガスタンク 押し波で新川に向かったのち海域又は西方向に流される。原科研と核サ研の境界には新川があり、
原科研の漂流物は核サ研に到達する前に新川へ流されるため、原科研の漂流物はHAW及びTVFに
は到達しない乗用車(J‐PARC)

図10 原科研の漂流物のHAW及びTVFへの到達の可能性

HAW及びTVF

乗用車(J‐PARC)
( )

核サ研の境界

ヘリウムガスタンク
( )

津波防護
ライン

押し波時の津波の流向

引き波時の津波の流向

【津波の流況、漂流物の軌跡解析の条件】
港湾構造物：なし
HAW及びTVF周辺の建物：なし
評価時間：地震発生から240分間

常陸那珂火力発電所

原科研の漂流物の軌跡解析（拡大図）と周辺の地形

HAW及びTVF 核サ研の境界

新川
河口

核サ研東側
(常陸那珂火力発電所)

原科研

核サ研東側からの地形

出典：国土地理院地図
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核サ研
の境界

原科研
の境界

原科研(J‐PARC施設周辺)では新
川に向かって下り勾配を持つ

原科研の漂流物の軌跡解析の結果

原科研周辺の地形は新川に向かって下り勾配を持つた
め、ヘリウムガスタンク、乗用車（J‐PARC）は押し波で新
川に向かったのち、海域又は西方向に流される。

T.P.
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漂流物 到達の可能性

ドラム缶･コンテナ 核サ研の北東方向（新川河口付近）からの押し波でHAW及びTVFの南方向へ流され、その場に
留まるため、HAW及びTVFには到達しない

浮標（新川河口）
核サ研の北東方向（新川河口付近）からの押し波でHAW及びTVFに向かって流されたのち、引き
波で海域又は新川に流される。これらは一時的にHAW及びTVFに向かって流されるものの、設
置位置から移動するものではないことから、HAW及びTVFには到達しない

資機材類

硝酸タンク

タンク（RETF）
押し波で核サ研の西方向に流されたのち、引き波で新川に向かうため、HAW及びTVFには到達
しない

窒素タンク･還水タンク※1
窒素タンクは、水素タンクの近傍に設置されており、水素タンクと同様の軌跡を示すと考えられる
ことから、今後、漂流物とならない対策を講ずる予定である。還水タンクの設置位置はHAW及び
TVFから約100 mしか離れていないことから、保守的にHAW及びTVFに到達するものとした。

図11 再処理施設周辺の漂流物のHAW及びTVFへの到達の可能性

資機材類
(約0.1 t)

HAW及びTVF

核サ研の
境界

ドラム缶･コンテナ
( )

浮標（新川河口）
(約0.5 t)

硝酸タンク
(約22 t)

タンク（RETF）
(約7 t)

津波防護
ライン

押し波時の津波の流向

引き波時の津波の流向

【津波の流況、漂流物の軌跡解析の条件】
港湾構造物：なし
HAW及びTVF周辺の建物：なし
評価時間：地震発生から240分間

HAW及びTVF

新川
河口

核サ研東側
(常陸那珂火力発電所)

再処理施設周辺（HAW及びTVFの東側）からの地形
核サ研境界の地形断面図
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新川河口からHAW及びTVFまで
は、ほぼ起伏のない平坦な地形

出典：国土地理院地図

※1 軌跡解析の評価点には選定していない

T.P.
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HAW及びTVF

ドラム缶･コンテナ

資機材類

ドラム缶･コンテナ、資機材類の軌跡解析の結果（拡大図）

浮標（新川河口）、硝酸タンクの軌跡解析の結果（拡大図）

浮標（新川河口）

硝酸タンク

HAW及びTVF

タンク（RETF）の軌跡解析の結果（拡大図）

タンク（RETF）

HAW及びTVF

図12 再処理施設周辺の漂流物の軌跡解析の結果（拡大図）
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漂流物 到達の可能性

乗用車（再処理）

核サ研内の各駐車場の乗用車は、押し波で核サ研の西方向に流されたのち、
引き波で新川に向かうため、HAW及びTVFには到達しない

乗用車（工学試験棟）

乗用車（PWTF）

乗用車（松林）

乗用車（食堂）

乗用車（工務技術管理棟）

植生（核サ研（再処理施設外））※1 松林等の植生は、核サ研内の各駐車場の乗用車と同様にHAW及びTVFには
到達しない

植生（再処理施設内）、乗用車（公用車）※1

再処理施設内の植生はHAW及びTVFの近傍にあることから、引き波でHAW及
びTVFに到達すると考えられた。また、公用車として使用している核サ研内の乗
用車は、中型バスと同様に再処理施設内に移動することで、HAW及びTVFに近
づく可能性があることから、保守的にHAW及びTVFに到達するものとした。

図13 核サ研(再処理施設外)の漂流物のHAW及びTVFへの到達の可能性

HAW及びTVF

核サ研の
境界

【津波の流況、漂流物の軌跡解析の条件】
港湾構造物：なし
HAW及びTVF周辺の建物：なし
評価時間：地震発生から240分間
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※1 軌跡解析の評価点には選定していない
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HAW及びTVF

乗用車（工学試験棟）

乗用車（PWTF）

乗用車（食堂）

乗用車（再処理）

乗用車（再処理、工学試験棟、PWTF、食堂）の軌跡解析の結果（拡大図）

乗用車（松林、工務技術管理棟）の軌跡解析の結果（拡大図）

乗用車（松林）

乗用車
（工務技術管理棟）

図14 核サ研内の各駐車場の乗用車の軌跡解析の結果（拡大図）
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漂流物 到達の可能性

LNGタンクローリ  代表漂流物の重量を超える植生、LNGタンクローリは水田地帯へ流され、HAW及びTVFに向かう
ことはなかった。

 核サ研西側では新川に向かう以外の引き波の流況は見られず、標高も核サ研より低く、引き波
で核サ研西側の漂流物が核サ研に浸入することはない。仮に核サ研西側の漂流物が引き波で
流された場合、津波の流況から新川に沿って海域に向かうものと考えられた。
⇒核サ研西側の漂流物はHAW及びTVFには到達しない。

植生

木造建物（がれき）

HAW及びTVF

津波防護
ライン

核サ研の境界

押し波時の津波の流向

引き波時の津波の流向

【津波の流況、漂流物の軌跡解析の条件】
港湾構造物：なし
HAW及びTVF周辺の建物：なし
評価時間：地震発生から240分間

LNGタンクローリ
(約15.1 t)

植生(約7.8 t)

木造建物（がれき）
核サ研西側の漂流物は、押し波で
標高の低い水田地帯へと流される。

図15 核サ研西側の漂流物の到達の可能性
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核サ研正門
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核サ研西側の津波の流向及び地形状況

核サ研西側の漂流物が流された
場合、漂流物は新川を通って海
域に向かう。

核サ研西側の国道245号線、水田

地帯の標高は、核サ研よりも低く、
引き波で漂流物が核サ研に浸入す
ることはない。

流況解析の結果、核サ研西
側で新川に向かう以外の引
き波の流況は見られなかっ
た。
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軌跡解析の結果（拡大図）
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出典：国土地理院地図

T.P.
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表 2 各分類の代表漂流物と HAW 及び TVF への到達の可能性 

分類 場所 漂流物※1 
重量

（t） 
HAW 及び TVF への到達の可能性※2 

建
物･

設
備 

核サ研 水素タンク 約 30 ※3 軌跡解析の結果より、HAW 及び TVF に到達するものの、既に
撤去していることから到達の可能性はない。 

原科研 ヘリウムガスタンク 約 29.8 × 軌跡解析の結果より、HAW 及び TVF には到達しない。 

核サ研 窒素タンク 約 28 ※3 
水素タンクの近傍に設置されており、水素タンクと同様の軌
跡を示すと考えられることから、今後、漂流物とならない対
策を講ずる予定 

核サ研 硝酸タンク 約 22 × 軌跡解析の結果より、HAW 及び TVF には到達しない。 

核サ研東側 
(茨城港常陸那珂港区) 

タンク（LNG）  × 軌跡解析の結果より、HAW 及び TVF には到達しない。 

核サ研 還水タンク 約 14 ○ 
軌跡解析のデータはないものの、設置位置は HAW 及び TVF か
ら約 100 m しか離れていないことから、保守的に HAW 及び
TVF に到達するものとした。 

核サ研 ドラム缶･コンテナ  × 軌跡解析の結果より、HAW 及び TVF には到達しない。 

核サ研 タンク（RETF） 約 7 × 軌跡解析の結果より、HAW 及び TVF には到達しない。 

核サ研東側 コンテナ 
 

○ 
船への積載･荷降ろし時に設置場所が変わり、HAW 及び TVF
に向かう軌跡を示す場所に移動する可能性があることから、
保守的に HAW 及び TVF に到達するものとする。 

核サ研西側 コンテナ  × 核サ研西側の地形、津波の流況、軌跡解析の結果より、HAW
及び TVF には到達しない。 

核サ研東側 
(常陸那珂火力発電所) タンク  × 

設置場所が固定されており、近接する乗用車の軌跡より、HAW
及び TVF には到達しない。 

核サ研西側 木造建物(がれき) 約 0.1 × 軌跡解析の結果より、HAW 及び TVF には到達しない。 

流
木 

核サ研西側 植生 約 7.8 × 軌跡解析の結果より、HAW 及び TVF には到達しない。 

核サ研 防砂林 約 0.55 ○ 軌跡解析の結果より、HAW 及び TVF に到達する。 

核サ研東側 
（常陸那珂火力発電所） 防砂林  × 近接するコンテナの軌跡より、HAW 及び TVF には到達しな

い。 

核サ研東側 
（茨城港常陸那珂港区） 防砂林  × 

近接するタンク（LNG）の軌跡より、HAW 及び TVF には到達
しない。 

船
舶 

核サ研東側 
（茨城港常陸那珂港区） 

小型船舶 約 57 × 軌跡解析の結果より、HAW 及び TVF には到達しない。 

TK2 船舶 約 15 × 軌跡解析の結果より、HAW 及び TVF には到達しない。 

TK2 北側 漁船 約 5 × 軌跡解析の結果より、HAW 及び TVF には到達しない。 

車
両 

核サ研西側 LNG タンクローリ 約 15.1 × 核サ研西側の地形、津波の流況、軌跡解析の結果より、HAW
及び TVF には到達しない。 

核サ研 中型バス 約 9.7 ○ 
軌跡解析では HAW 及び TVF に向かわないものの、構内を走
行する公用車であり、HAW 及び TVF に近づく可能性があるこ
とから、保守的に HAW 及び TVF に到達するものとする。 

核サ研東側 
（茨城港常陸那珂港区） トラック 

 

○ 

近接する乗用車の軌跡解析結果は HAW 及び TVF に向かわな
いものの、走行して HAW 及び TVF に向かう軌跡を示す場所
に移動する可能性があることから、保守的に HAW 及び TVF に
到達するものとする。 

核サ研西側 
タンクローリ 

（危険物積載）  × 核サ研西側の地形、津波の流況、軌跡解析の結果より、HAW
及び TVF には到達しない。 

核サ研 乗用車（公用車） 約 3 ○ 
軌跡解析では、HAW 及び TVF に向かわないものの、構内を走
行して HAW 及び TVF に近づくことから、到達する可能性が
ある。 

核サ研東側 
(常陸那珂火力発電所) 

乗用車  ○ 
常陸那珂火力発電所内を走行し、HAW 及び TVF に向かう軌跡
を示す場所に移動する可能性があることから、保守的に HAW
及び TVF に到達するものとした。 

原科研 乗用車  × 軌跡解析の結果より、HAW 及び TVF には到達しない 

核サ研西側 乗用車  × 
核サ研西側の地形、津波の流況、軌跡解析の結果より、HAW
及び TVF には到達しない。 

核サ研 
乗用車 

（再処理施設内の公用車） 約 1 ○ 公用車であり、構内を走行して HAW 及び TVF に近づく可能
性があることから、到達する可能性がある。 

※1 下線は前回の漂流物調査(令和 2 年 2～3 月)で選定した代表漂流物(各分類で最も重く、HAW 及び TVF に到達する可能性がある漂流物) 
※2 ○：津波の流況、軌跡解析の結果、漂流物の設置状況等から HAW 及び TVF に向かい、到達する可能性のある漂流物 

×：津波の流況、軌跡解析の結果、漂流物の設置状況等から HAW 及び TVF に向かうことがない漂流物 
※3 既に撤去済み、又は漂流物とならない対策を講ずる予定の漂流物については、HAW 及び TVF に到達しないこととする 
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核サ研西側、原科研における漂流物調査について 

1. はじめに

引き波の影響を踏まえ、核サ研西側、原科研について、あらためて追加のウォークダ

ウンを実施して漂流物を判定したため、その結果を以下に示す。

2. 調査方法

 核サ研西側及び原科研における漂流物調査は、前回の漂流物調査と同様に、ウォーク

ダウンにて対象物を洗い出したのち、添付図 1-1 に示す判定フローと判定基準及び考え

方に従ってスクリーニングを実施して漂流物となるか判定した。スクリーニングで判定

した漂流物については、各分類（建物･設備、流木、船舶、車両）において代表漂流物

の重量を超えるものがないか確認した。 

3. 調査結果

(1) 核サ研西側

 前回の漂流物調査と同様に、核サ研西側のウォークダウンで洗い出した対象物は、そ

の代表例を建物･設備、流木、船舶、車両に分類して取りまとめ、概算重量の重い順に

整理した。調査結果を添付表 1-1 に示す。また、添付表 1-1 に整理した対象物のスクリ

ーニングの判定結果と写真を添付図 1-2 に、それらの配置を添付図 1-3 に示す。 

漂流物として判定したものは、簡易建物、木造建物、自動販売機、タンク･槽、コン

テナ、植生、大型車両、普通車両があった。各分類（建物･設備、流木、船舶、車両）の

中で、最も重いものは、建物･設備ではコンテナ：   、流木では植生：約 7.8 t (直

径約 30～80 cm、高さ約 10～20 m の最大値から算出)、車両では LNG タンクローリ：約

15.1 t であった。なお、陸域である核サ研西側において、船舶は確認されなかった。 

(2) 原科研

 原科研で洗い出した対象物を各分類に取りまとめ、概算重量の重い順に整理した結果

を添付表 1-2 に示す。また、添付表 1-2 に整理した対象物のスクリーニングの判定結果

と写真を添付図 1-4 に、それらの配置を添付図 1-5 に示す。 

 漂流物として判定したものは、簡易建物、タンク･槽、自動販売機、ボンベ類、植生、

普通車両があった。各分類（建物･設備、流木、船舶、車両）の中で、最も重いものは、

建物･設備ではヘリウムガスタンク：約 29.8 t、流木では植生：約 0.11 t(直径約 10～

15 cm、高さ約 7～8 m の最大値から算出)、車両では乗用車：約 1.8 t であった。なお、

核サ研西側と同様に船舶は確認されなかった。 

上記(1)、(2)のスクリーニングにおいて、気密性を有する設備等の浮遊の判定の評価

添付1（1/18）
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結果は添付表 1-3 に示す。 

4. 代表漂流物の重量を超える漂流物

 前回の漂流物調査で選定した各分類（建物･設備、流木、船舶、車両）の代表漂流物

は、建物･設備では水素タンク：約 30 t、流木では防砂林：約 0.55 t、船舶では小型船

舶：約 57.0 t、車両では中型バス：約 9.7 t であった。核サ研西側及び原科研で判定さ

れた漂流物のうち、代表漂流物の重量を超えるものは核サ研の西側で確認した以下の漂

流物であった。 

【流木】植生：約 7.8 t 

【車両】LNG タンクローリ：約 15.1 t 

 なお、前回の漂流物調査では、核サ研西側の漂流物は TK2 の調査結果を参考としたも

のの、TK2 の調査結果は核サ研西側と茨城港常陸那珂港区でまとめられており、核サ研

西側だけの漂流物を特定することはできなかった。また、TK2 の調査結果は約 3年前の

ものであり、現在では漂流物が変更している可能性もある。そこで、核サ研西側と原科

研については、今回の漂流物調査の結果を使用して代表漂流物の検証を行うこととした。 

以上 

添付1（2/18）
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設
備

等
)，

固
定

な
し

：
簡

易
に

固
定

又
は

置
い

て
あ

る
だ

け
の

も
の

(例
：
地

面
や

基
礎

に
置

い
て

あ
る

だ
け

の
仮

置
き

物
品

等
)

※
2

概
算

寸
法

は
目

視
及

び
衛

星
写

真
に

て
確

認
し

た
も

の
を

記
載

※
3

概
算

重
量

は
カ

タ
ロ

グ
，

又
は

核
サ

研
内

に
あ

る
類

似
設

備
と

の
寸

法
比

か
ら

算
出

し
た

※
4

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
の

判
定

番
号

は
添

付
図

1
-
2
の

番
号

と
対

応
，

○
は

漂
流

物
に

な
る

，
×

は
漂

流
物

に
な

ら
な

い
※

5
平

成
2
7
年

度
国

土
交

通
省

調
査

に
お

け
る

国
道

2
4
5
号

線
の

1
日

当
た

り
の

交
通

量
※

6
T
K
2
と

同
様

に
建

築
空

間
の

緑
化

手
法

を
参

考
に

重
量

を
算

出
し

た

添付1（5/18）
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添
付
図

1
-
2 

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
判
定
結
果
（
核
サ
研
西

側
）（

1
/
4）

 

名
称
 

(
代

表
例

) 
設
置
 

状
況
 

ス
ク

リ
ー
ニ

ン
グ
の

判
定
結

果
※
 

代
表
例
の
状
況
 

①
 

②
 

③
 

④
 

⑤
 

⑥
 

判
定
結
果
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

※
：
表
中
の
①
～
⑥
は
添
付
表

1
-
1
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
項
目
の
番
号
に
対
応
 

 
 
判
定
結
果
中
の
○
は
漂
流
物
に
成
り
得
る
，
×
は
漂
流
物
に
成
り
得
な
い
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添
付
図

1
-
2 

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
判
定
結
果
（
核
サ
研
西

側
）（

2
/
4）

 

名
称
 

(
代

表
例

) 
設
置
 

状
況
 

ス
ク

リ
ー
ニ

ン
グ
の

判
定
結

果
※
 

代
表
例
の
状
況
 

①
 

②
 

③
 

④
 

⑤
 

⑥
 

判
定
結
果
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
：
表
中
の
①
～
⑥
は
添
付
表

1
-
1
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
項
目
の
番
号
に
対
応
 

 
 
判
定
結
果
中
の
○
は
漂
流
物
に
成
り
得
る
，
×
は
漂
流
物
に
成
り
得
な
い
 

添付1（7/18）
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添
付
図

1
-
2 

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
判
定
結
果
（
核
サ
研
西

側
）（

3
/
4）

 

名
称
 

(
代
表
例
)
 

設
置
 

状
況
 

ス
ク

リ
ー
ニ

ン
グ
の

判
定
結

果
※
 

代
表
例
の
状
況
 

①
 

②
 

③
 

④
 

⑤
 

⑥
 

判
定
結
果
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
：
表
中
の
①
～
⑥
は
添
付
表

1
-
1
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
項
目
の
番
号
に
対
応
 

 
 
判
定
結
果
中
の
○
は
漂
流
物
に
成
り
得
る
，
×
は
漂
流
物
に
成
り
得
な
い
 

添付1（8/18）
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添
付
図

1
-
2 

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
判
定
結
果
（
核
サ
研
西

側
）（

4
/
4）

 

名
称
 

(
代

表
例

) 
設
置
 

状
況
 

ス
ク

リ
ー
ニ

ン
グ
の

判
定
結

果
※
 

代
表
例
の
状
況
 

①
 

②
 

③
 

④
 

⑤
 

⑥
 

判
定
結
果
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
：
表
中
の
①
～
⑥
は
添
付
表

1
-
1
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
項
目
の
番
号
に
対
応
 

 
 
判
定
結
果
中
の
○
は
漂
流
物
に
成
り
得
る
，
×
は
漂
流
物
に
成
り
得
な
い
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添
付

図
1
-
3

対
象

物
(代

表
例

)の
配
置

（
核

サ
研
西

側
）

調
査
範
囲

核
サ
研
正
門

再
処
理
施
設
（
H
A
W
及
び
T
V
F
）

1
, 1

5

1
7

5

9

1
0

8

1
2

2
0

2

4

6

7

1
8

, 2
1

3
,1

9

※
図
中
の
番
号
は
添
付
表
1
-1
の
核
サ
研
西
側
の
代
表
例
の
番
号
と
対
応

1
4

1
6

1
3

1
1

出
典
：
国
土
地

理
院

地
図

添付1（10/18）
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※
1

固
定

あ
り

：
土

地
に

定
着

し
た

基
礎

を
有

す
る

施
設

・
設

備
(例

：
常

設
の

基
礎

上
に

設
置

し
た

プ
ラ

ン
ト

設
備

等
)，

固
定

な
し

：
簡

易
に

固
定

又
は

置
い

て
あ

る
だ

け
の

も
の

(例
：
地

面
や

基
礎

に
置

い
て

あ
る

だ
け

の
仮

置
き

物
品

等
)

※
2

概
算

寸
法

は
目

視
及

び
衛

星
写

真
に

て
確

認
し

た
も

の
を

記
載

※
3

概
算

重
量

は
カ

タ
ロ

グ
，

又
は

核
サ

研
内

に
あ

る
類

似
設

備
と

の
寸

法
比

か
ら

算
出

し
た

※
4

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
の

判
定

番
号

は
添

付
図

1
-
4
の

番
号

と
対

応
，

○
は

漂
流

物
に

な
る

，
×

は
漂

流
物

に
な

ら
な

い

添
付

表
1
-
2

対
象

物
（
代

表
例

）
の

調
査

結
果

（原
科

研
）

（
1
/
2
)

分
類

名
称

総
数

代
表

例
設

置
状

況
※

1

主
要

構
造

/
材

質
形

状
概

算
寸

法
※

2

( 
m

 )

概
算

重
量

(最
大

値
)※

3

( 
t 

)

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
の

結
果

※
4

備
考

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
の

判
定

番
号

漂
流

物
に

成
り

得
る

か

建
物

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

造
建

物
6
0

1
. 建

物
固

定
あ

り
①

，
⑤

×
地

震
又

は
津

波
に

よ
り

部
分

的
に

損
壊

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

が
，

建
物

の
形

状
を

維
持

し
た

ま
ま

漂
流

す
る

こ
と

は
な

い
と

考
え

ら
れ

る
地

震
又

は
津

波
に

よ
る

建
物

の
部

分
的

な
損

壊
で

発
生

し
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

片
等

は
が

れ
き

と
な

る
が

，
気

密
性

は
な

く
，

比
重

が
大

き
く
沈

降
す

る
こ

と
か

ら
漂

流
物

に
は

な
ら

な
い

2
. 建

物
固

定
あ

り
①

，
⑤

×

鉄
骨

造
建

物
9

3
. 建

物
固

定
あ

り
①

，
⑤

×
地

震
又

は
津

波
に

よ
り

部
分

的
に

損
壊

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

が
，

建
物

の
形

状
を

維
持

し
た

ま
ま

漂
流

す
る

こ
と

は
な

い
と

考
え

ら
れ

る
地

震
又

は
津

波
に

よ
る

建
物

の
部

分
的

な
損

壊
で

発
生

し
た

鉄
骨

片
等

は
が

れ
き

と
な

る
が

，
気

密
性

は
な

く
，

比
重

が
大

き
く
沈

降
す

る
こ

と
か

ら
漂

流
物

に
は

な
ら

な
い

4
.
建

物
固

定
あ

り
①

，
⑤

×

簡
易

建
物

3
9

5
. 機

器
保

管
テ

ン
ト

倉
庫

固
定

あ
り

⑤
×

津
波

に
よ

り
テ

ン
ト

が
流

さ
れ

鉄
骨

片
等

は
が

れ
き

と
な

る
が

，
気

密
性

は
な

く
，

比
重

が
大

き
く
沈

降
す

る
こ

と
か

ら
漂

流
物

に
は

な
ら

な
い

6
. プ

レ
ハ

ブ
固

定
な

し
①

，
⑤

×

地
震

又
は

津
波

に
よ

り
部

分
的

に
損

壊
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
が

，
建

物
の

形
状

を
維

持
し

た
ま

ま
漂

流
す

る
こ

と
は

な
い

と
考

え
ら

れ
る

地
震

又
は

津
波

に
よ

る
建

物
の

部
分

的
な

損
壊

で
発

生
し

た
鉄

骨
片

等
は

が
れ

き
と

な
る

が
，

気
密

性
は

な
く
，

比
重

が
大

き
く
沈

降
す

る
こ

と
か

ら
漂

流
物

に
は

な
ら

な
い

7
. 倉

庫
固

定
な

し
①

，
②

，
④

，
⑤

○
対

象
物

は
気

密
性

を
有

し
て

お
り

，
浮

遊
す

る
こ

と
か

ら
漂

流
物

と
す

る

設
備

コ
ン

ク
リ

ー
ト

類
1
式

8
. モ

ニ
ュ

メ
ン

ト
固

定
あ

り
⑤

×
対

象
物

は
気

密
性

が
な

く
，

比
重

が
大

き
く
沈

降
す

る
こ

と
か

ら
漂

流
物

に
は

な
ら

な
い

鉄
製

品
・
鋼

材
類

3
5

9
. 鉄

製
品

固
定

な
し

⑤
×

対
象

物
は

気
密

性
が

な
く

，
比

重
が

大
き

く
沈

降
す

る
こ

と
か

ら
漂

流
物

に
は

な
ら

な
い

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

・
樹

脂
製

品
3
0

1
0
. パ

レ
ッ

ト
固

定
な

し
②

，
④

，
⑤

○
対

象
物

は
比

重
が

小
さ

く
浮

遊
す

る
こ

と
か

ら
漂

流
物

と
す

る

ポ
ン

プ
・
配

管
類

3
1
1
. 配

管
固

定
あ

り
⑤

×
対

象
物

は
気

密
性

が
な

く
，

比
重

が
大

き
く
沈

降
す

る
こ

と
か

ら
漂

流
物

に
は

な
ら

な
い

自
動

販
売

機
8

1
2
.
自

動
販

売
機

固
定

な
し

②
，

④
，

⑤
○

対
象

物
は

気
密

性
を

有
し

て
お

り
，

浮
遊

す
る

こ
と

か
ら

漂
流

物
と

す
る

タ
ン

ク
・
槽

4
8

1
3
. ヘ

リ
ウ

ム
ガ

ス
タ

ン
ク

固
定

あ
り

②
，

④
，

⑤
○

対
象

物
は

気
密

性
を

有
し

て
お

り
，

浮
遊

す
る

こ
と

か
ら

漂
流

物
と

す
る

1
4
. 貯

水
槽

固
定

あ
り

⑤
×

対
象

物
は

気
密

性
が

な
く

，
比

重
が

大
き

く
沈

降
す

る
こ

と
か

ら
漂

流
物

に
は

な
ら

な
い

ボ
ン

ベ
類

1
7
1

1
5
. ボ

ン
ベ

固
定

な
し

②
，

④
，

⑤
○

対
象

物
は

気
密

性
を

有
し

て
お

り
，

浮
遊

す
る

こ
と

か
ら

漂
流

物
と

す
る

コ
ン

テ
ナ

3
1
6
. 荷

台
固

定
な

し
⑤

×
対

象
物

は
気

密
性

が
な

く
，

比
重

が
大

き
く
沈

降
す

る
こ

と
か

ら
漂

流
物

に
は

な
ら

な
い

電
気

盤
8
7

1
7
. 5

0
G

e
V

変
電

所
変

電
設

備
固

定
あ

り
⑤

×
津

波
に

よ
り

固
定

ボ
ル

ト
は

損
傷

す
る

が
，

対
象

物
は

気
密

性
が

な
く
，

比
重

が
大

き
く
沈

降
す

る
こ

と
か

ら
漂

流
物

に
は

な
ら

な
い

添付1（11/18）

37
<43>



※
1

固
定

あ
り

：
土

地
に

定
着

し
た

基
礎

を
有

す
る

施
設

・
設

備
(例

：
常

設
の

基
礎

上
に

設
置

し
た

プ
ラ

ン
ト

設
備

等
)，

固
定

な
し

：
簡

易
に

固
定

又
は

置
い

て
あ

る
だ

け
の

も
の

(例
：
地

面
や

基
礎

に
置

い
て

あ
る

だ
け

の
仮

置
き

物
品

等
)

※
2

概
算

寸
法

は
目

視
及

び
衛

星
写

真
に

て
確

認
し

た
も

の
を

記
載

※
3

概
算

重
量

は
カ

タ
ロ

グ
，

又
は

核
サ

研
内

に
あ

る
類

似
設

備
と

の
寸

法
比

か
ら

算
出

し
た

※
4

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
の

判
定

番
号

は
添

付
図

1
-
4
の

番
号

と
対

応
，

○
は

漂
流

物
に

な
る

，
×

は
漂

流
物

に
な

ら
な

い
※

5
T
K
2
と

同
様

に
建

築
空

間
の

緑
化

手
法

を
参

考
に

重
量

を
算

出
し

た添
付

表
1
-
2

対
象

物
（
代

表
例

）
の

調
査

結
果

（原
科

研
）

(2
/
2
) 

分
類

名
称

総
数

代
表

例
設

置
状

況
※

1

主
要

構
造

/
材

質
形

状
概

算
寸

法
※

2

( 
m

 )

概
算

重
量

(最
大

値
）

※
3

( 
t 

)

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
の

結
果

※
4

備
考

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
の

判
定

番
号

漂
流

物
に

成
り

得
る

か

設
備

機
器

9
8

1
8
. ク

レ
ー

ン
固

定
な

し
⑤

×
対

象
物

は
気

密
性

が
な

く
，

比
重

が
大

き
く
沈

降
す

る
こ

と
か

ら
漂

流
物

に
は

な
ら

な
い

1
9
. 冷

却
塔

固
定

あ
り

⑤
×

津
波

に
よ

り
固

定
ボ

ル
ト

は
損

傷
す

る
が

，
対

象
物

は
気

密
性

が
な

く
，

比
重

が
大

き
く
沈

降
す

る
こ

と
か

ら
漂

流
物

に
は

な
ら

な
い

2
0
. 室

外
機

固
定

な
し

⑤
×

対
象

物
は

気
密

性
が

な
く
，

比
重

が
大

き
く
沈

降
す

る
こ

と
か

ら
漂

流
物

に
は

な
ら

な
い

流
木

植
生

1
式

2
1
. 植

生
-
-
-

-
-
-

○
対

象
物

は
比

重
が

小
さ

く
浮

遊
す

る
こ

と
か

ら
漂

流
物

と
す

る

船
舶

車
両

特
殊

6
2
2
. 重

機
固

定
な

し
⑤

×
対

象
物

は
気

密
性

を
有

し
て

い
る

が
，

重
量

が
浮

力
よ

り
も

大
き

く
沈

降
す

る
こ

と
か

ら
漂

流
物

に
は

な
ら

な
い

普
通

約
7
7
0

2
3
. 乗

用
車

固
定

な
し

④
，

⑤
，

⑥
○

対
象

物
は

気
密

性
を

有
し

て
お

り
，

浮
遊

す
る

こ
と

か
ら

漂
流

物
と

す
る

二
輪

車
4
6

2
4
. 自

転
車

固
定

な
し

⑤
×

対
象

物
は

気
密

性
が

な
く

，
比

重
が

大
き

く
沈

降
す

る
こ

と
か

ら
漂

流
物

に
は

な
ら

な
い
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添
付
図

1
-
4 

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
判
定
結
果
（
原
科
研
）（

1
/
4）

 

※
：
表
中
の
①
～
⑥
は
添
付
表

1
-
2
の
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
項
目
の
番
号
に
対
応
 

 
 
判
定
結
果
中
の
○
は
漂
流
物
に
成
り

得
る
，
×
は
漂
流
物
に
成
り
得
な
い

 

名
称
 

(
代

表
例

) 

設
置
 

状
況
 

ス
ク

リ
ー
ニ

ン
グ
の

判
定
結

果
※
 

代
表
例
の
状
況
 

①
 

②
 

③
 

④
 

⑤
 

⑥
 

判
定
結
果
 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
建
物
 

(
1
.
 
建
物
)
 

(
構
造
：
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
)
 

固
定

あ
り

 

×
 

該
当
し
な

い
 

該
当
し
な

い
 

該
当
し
な

い
 

×
 

該
当

し
な

い
 

×
 

漂
流

物
に

は
な

ら
な

い
 

 

地
震

又
は

津
波

に
よ

り
部

分
的

に
損

壊
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
が

，
建

物
の

形
状

を
維

持
し

た
ま

ま
漂

流
す

る
こ

と
は

な
い

 

 
 

 

部
分

的
に

損
壊

し
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

片
等

の
が

れ
き

は
，

比
重

(
2
.
3
 
t
/
m
3
)
が

海
水

の
比

重
（

1
.
0
3
 t
/
m
3
）

よ
り

大
き

く
沈

降
す

る
こ

と
か

ら
漂

流
し

な
い

 

 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
建
物
 

(
2
.
 
建
物
)
 

(
構
造
：
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
)
 

固
定

あ
り

 

×
 

該
当
し
な

い
 

該
当
し
な

い
 

該
当
し
な

い
 

×
 

該
当

し
な

い
 

×
 

漂
流

物
に

は
な

ら
な

い
 

 

地
震

又
は

津
波

に
よ

り
部

分
的

に
損

壊
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
が

，
建

物
の

形
状

を
維

持
し

た
ま

ま
漂

流
す

る
こ

と
は

な
い

 

 
 

 

部
分

的
に

損
壊

し
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

片
等

の
が

れ
き

は
，

比
重

(
2
.
3
 
t
/
m
3
)
が

海
水

の
比

重
（

1
.
0
3
 t
/
m
3
）

よ
り

大
き

く
沈

降
す

る
こ

と
か

ら
漂

流
し

な
い

 

 

鉄
骨
造
建
物
 

(
3
.
 
建
物
)
 

(
構
造
：
鉄
骨
造
建
物
)
 

固
定

あ
り

 

×
 

該
当
し
な

い
 

該
当
し
な

い
 

該
当
し
な

い
 

×
 

該
当

し
な

い
 

×
 

漂
流

物
に

は
な

ら
な

い
 

 

地
震

又
は

津
波

に
よ

り
部

分
的

に
損

壊
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
が

，
建

物
の

形
状

を
維

持
し

た
ま

ま
漂

流
す

る
こ

と
は

な
い

 

 
 

 

部
分

的
に

損
壊

し
た

鉄
骨

片
等

の
が

れ
き

は
，

比
重

(
7
.
8
 
t
/
m
3
)
が

海
水

の
比

重
（

1
.
0
3
 t
/
m
3
）

よ
り

大
き

く
沈

降
す

る
こ

と
か

ら
漂
流

し
な

い
 

 

鉄
骨
造
建
物
 

(
4
.
 
建
物
)
 

(
構
造
：
鉄
骨
造
建
物
)
 

固
定

あ
り

 

×
 

該
当
し
な

い
 

該
当
し
な

い
 

該
当
し
な

い
 

×
 

該
当

し
な

い
 

×
 

漂
流

物
に

は
な

ら
な

い
 

 

地
震

又
は

津
波

に
よ

り
部

分
的

に
損

壊
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
が

，
建

物
の

形
状

を
維

持
し

た
ま

ま
漂

流
す

る
こ

と
は

な
い

 

 
 

 

部
分

的
に

損
壊

し
た

鉄
骨

片
等

の
が

れ
き

は
，

比
重

(
7
.
8
 
t
/
m
3
)
が

海
水

の
比

重
（

1
.
0
3
 t
/
m
3
）

よ
り

大
き

く
沈

降
す

る
こ

と
か

ら
漂
流

し
な

い
 

 

簡
易
建
物
 

(
5
.
 
機
器
保
管
テ
ン
ト
倉
庫
)
 

(
構
造
：
鉄
骨
造
)
 

固
定

あ
り

 

○
 

○
 

該
当
し
な

い
 

○
 

×
 

該
当

し
な

い
 

×
 

漂
流

物
に

は
な

ら
な

い
 

 

建
物

全
体

又
は

一
部

が
滑

動
し

漂
流

す
る

と
想

定
す

る
 

ま
た

，
地

震
又

は
津

波
に

よ
り

部
分

的
に

損
壊

し
，
鉄

骨
片

等
の

が
れ

き
が

生
じ

る
と

想
定

す
る

 

固
定
状

況
の

詳
細

が
不
明

の
た
め

ボ
ル

ト
等

が
損
傷

す
る
と
想

定
す
る

 
 

撤
去
又

は
移

動
す

る
予
定

は
不
明

な
た

め
撤

去
又
は

移
動
さ

れ
な

い
こ

と
と
想

定
す
る

 

部
分

的
に

損
壊

し
た

鉄
骨

片
等

の
が

れ
き

は
，

比
重

(
7
.
8
 
t
/
m
3
)
が

海
水

の
比

重
（

1
.
0
3
 t
/
m
3
）

よ
り

大
き

く
沈

降
す

る
こ

と
か

ら
漂
流

し
な

い
 

 

簡
易
建
物
 

(
6
.
 
プ
レ
ハ
ブ
)
 

(
構
造
：
鉄
骨
造
)
 

固
定

な
し

 

×
 

○
 

該
当
し
な

い
 

○
 

×
 

該
当

し
な

い
 

×
 

漂
流

物
に

は
な

ら
な

い
 

 

地
震

又
は

津
波

に
よ

り
部

分
的

に
損

壊
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
が

，
建

物
の

形
状

を
維

持
し

た
ま

ま
漂

流
す

る
こ

と
は

な
い

 

固
定
さ

れ
て

い
な

い
こ
と

か
ら
，
漂

流
す
る

 
 

撤
去
又

は
移

動
す

る
予
定

は
不
明

な
た

め
撤

去
又
は

移
動
さ

れ
な

い
こ

と
と
想

定
す
る

 

部
分

的
に

損
壊

し
た

鉄
骨

片
等

の
が

れ
き

は
，

比
重

(
7
.
8
 
t
/
m
3
)
が

海
水

の
比

重
（

1
.
0
3
 t
/
m
3
）

よ
り

大
き

く
沈

降
す

る
こ

と
か

ら
漂
流

し
な

い
 

 

 

添付1（13/18）

39
<45>



添
付
図

1
-
4 

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
判
定
結
果
（
原
科
研
）（

2
/
4）

 

※
：
表
中
の
①
～
⑥
は
添
付
表

1
-
2
の
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
項
目
の
番
号
に
対
応
 

 
 
判
定
結
果
中
の
○
は
漂
流
物
に
成
り

得
る
，
×
は
漂
流
物
に
成
り
得
な
い

 

名
称
 

(
代

表
例

) 

設
置
 

状
況
 

ス
ク

リ
ー
ニ

ン
グ
の

判
定
結

果
※
 

代
表
例
の
状
況
 

①
 

②
 

③
 

④
 

⑤
 

⑥
 

判
定
結
果
 

簡
易
建
物
 

(
7
.
 
倉
庫
)
 

(
材
質
：
鋼
製
)
 

固
定

な
し

 

○
 

○
 

該
当
し
な

い
 

○
 

○
 

該
当

し
な

い
 

○
 

漂
流

物
 

と
す

る
 

 

固
定

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

，
津

波
に

よ
り

建
物

全
体

が
滑

動
し

漂
流

す
る

 

固
定
さ

れ
て

い
な

い
こ
と

か
ら
，
漂

流
す
る

 
 

撤
去
又

は
移

動
す

る
予
定

は
不
明

な
た

め
撤

去
又
は

移
動
さ

れ
な

い
こ

と
と
想

定
す
る

 

対
象

物
は

気
密

性
が

あ
り

，
浮

力
(
 

 
 

)
は

重
量

(
 

 
)
よ

り
大

き
い

こ
と

か
ら

，
浮

遊
し

漂
流

す
る
 

 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
類
 

(
8
.
 
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
)
 

(
材
質
：
コ
ン
ク
リ
ー
ト
)
 

固
定

あ
り

 

該
当

し
な

い
 

○
 

該
当
し
な

い
 

○
 

×
 

該
当

し
な

い
 

×
 

漂
流

物
に

は
な

ら
な

い
 

 

 
固

定
状

況
の

詳
細

が
不
明

の
た
め

ボ
ル

ト
等

が
損
傷

す
る
と
想

定
す
る

 
 

撤
去
又

は
移

動
す

る
予
定

は
不
明

な
た

め
撤

去
又
は

移
動
さ

れ
な

い
こ

と
と
想

定
す
る

 

対
象

物
は

気
密

性
が

な
く

，
比

重
(
2
.
3
 
t
/
m
3
)
が

海
水

の
比

重
(
1
.
0
3
 t
/
m
3
)

よ
り

大
き

く
沈

降
す

る
こ

と
か

ら
漂

流
し

な
い

 

 

鉄
製
品
・
鋼
材
類
 

(
9
.
 
鉄
製
品
)
 

(
材
質
：
鋼
製
)
 

固
定

な
し

 

該
当

し
な

い
 

○
 

該
当
し
な

い
 

○
 

×
 

該
当

し
な

い
 

×
 

漂
流

物
に

は
な

ら
な

い
 

 

 
固

定
さ

れ
て

い
な

い
こ
と

か
ら
，
漂

流
す
る

 
 

撤
去
又

は
移

動
す

る
予
定

は
不
明

な
た

め
撤

去
又
は

移
動
さ

れ
な

い
こ

と
と
想

定
す
る

 

対
象

物
は

気
密

性
が

な
く
，

比
重

(
7
.
8
 t
/
m
3
）

が
海
水

の
比

重
（

1
.
0
3
 t
/
m
3
）

よ
り

大
き

く
沈

降
す

る
こ

と
か

ら
漂

流
し

な
い

 

 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
樹
脂
製
品
 

(
1
0
.
 
パ
レ
ッ
ト
)
 

(
材
質
：
樹
脂
製
)
 

固
定

な
し

 

該
当

し
な

い
 

○
 

該
当
し
な

い
 

○
 

○
 

該
当

し
な

い
 

○
 

漂
流

物
 

と
す

る
 

 

 
固

定
さ

れ
て

い
な

い
こ
と

か
ら
，
漂

流
す
る

 
 

撤
去
又

は
移

動
す

る
予
定

は
不
明

な
た

め
撤

去
又
は

移
動
さ

れ
な

い
こ

と
と
想

定
す
る

 

対
象

物
は

気
密

性
が

な
く

，
比

重
(
0
.
9
1
 
t
/
m
3
）

が
海

水
の

比
重

（
1
.
0
3
 

t
/
m
3
）

よ
り

小
さ

く
浮

遊
す
る

こ
と

か
ら

漂
流

す
る

 

 

ポ
ン
プ
・
配
管
類
 

(
1
1
.
 
配
管
)
 

(
材
質
：
鋼
製
)
 

固
定

あ
り

 

該
当

し
な

い
 

○
 

該
当
し
な

い
 

○
 

×
 

該
当

し
な

い
 

×
 

漂
流

物
に

は
な

ら
な

い
 

 

 
固

定
状

況
の

詳
細

が
不
明

の
た
め

ボ
ル

ト
等

が
損
傷

す
る
と
想

定
す
る

 
 

撤
去
又

は
移

動
す

る
予
定

は
不
明

な
た

め
撤

去
又
は

移
動
さ

れ
な

い
こ

と
と
想

定
す
る

 

対
象

物
は

気
密

性
が

な
く
，

比
重

(
7
.
8
 t
/
m
3
）

が
海
水

の
比

重
（

1
.
0
3
 t
/
m
3
）

よ
り

大
き

く
沈

降
す

る
こ

と
か

ら
漂

流
し

な
い

 

 

自
動
販
売
機
 

(
1
2
.
 
自
動
販
売
機
)
 

(
材
質
：
鋼
製
)
 

固
定

な
し

 

該
当

し
な

い
 

○
 

該
当
し
な

い
 

○
 

○
 

該
当

し
な

い
 

○
 

漂
流

物
 

と
す

る
 

 

 
固

定
さ

れ
て

い
な

い
こ
と

か
ら
，
漂

流
す
る

 
 

撤
去
又

は
移

動
す

る
予
定

は
不
明

な
た

め
撤

去
又
は

移
動
さ

れ
な

い
こ

と
と
想

定
す
る

 

対
象

物
は

気
密

性
が

あ
り

，
浮

力
(
 

 
)
が

重
量

(
 

 
)
よ

り
大

き
く

浮
遊

す
る

こ
と

か
ら

漂
流

す
る
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添
付
図

1
-
4 

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
判
定
結
果
（
原
科
研
）（

3
/
4）

 

※
：
表
中
の
①
～
⑥
は
添
付
表

1
-
2
の
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
項
目
の
番
号
に
対
応
 

 
 
判
定
結
果
中
の
○
は
漂
流
物
に
成
り

得
る
，
×
は
漂
流
物
に
成
り
得
な
い

 

名
称
 

(
代

表
例

) 
設
置
 

状
況
 

ス
ク

リ
ー
ニ

ン
グ
の

判
定
結

果
※
 

代
表
例
の
状
況

 

①
 

②
 

③
 

④
 

⑤
 

⑥
 

判
定
結
果

 

タ
ン
ク
・
槽
 

(
1
3
.
 
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
タ
ン
ク
)
 

(
材
質
：
鋼
製
)
 

固
定

あ
り

 

該
当

し
な

い
 

○
 

該
当
し
な

い
 

○
 

○
 

該
当

し
な

い
 

○
 

漂
流

物
 

と
す

る
 

 

 
固

定
状

況
の

詳
細

が
不
明

の
た
め

ボ
ル

ト
等

が
損
傷

す
る
と
想

定
す
る

 
 

撤
去
又

は
移

動
す

る
予
定

は
不
明

な
た

め
撤

去
又
は

移
動
さ

れ
な

い
こ

と
と
想

定
す
る

 

対
象

物
は

気
密

性
が

あ
り

，
浮

力
(
 

 
 

)
は

重
量
(
 

 
 

)
よ
り

大
き
い

こ
と

か
ら

，
浮

遊
し

漂
流

す
る

 

 

タ
ン
ク
・
槽
 

(
1
4
.
 
貯
水
槽
)
 

(
材
質
：
樹
脂
製
（
F
R
P
）
)
 

固
定

あ
り

 

該
当

し
な

い
 

○
 

該
当
し
な

い
 

○
 

×
 

該
当

し
な

い
 

×
 

漂
流

物
に

は
な

ら
な

い
 

 

 
固

定
状

況
の

詳
細

が
不
明

の
た
め

ボ
ル

ト
等

が
損
傷

す
る
と
想

定
す
る

 
 

撤
去
又

は
移

動
す

る
予
定

は
不
明

な
た

め
撤

去
又
は

移
動
さ

れ
な

い
こ

と
と
想

定
す
る

 

対
象

物
は

気
密

性
が

な
く
，

比
重

(
1
.
5
 t
/
m
3
）

が
海
水

の
比

重
（

1
.
0
3
 t
/
m
3
）

よ
り

大
き

く
沈

降
す

る
こ

と
か

ら
漂

流
し

な
い

 

 

ボ
ン
ベ
類
 

(
1
5
.
 
ボ
ン
ベ
)
 

(
材
質
：
鋼
製
)
 

固
定

な
し

 

該
当

し
な

い
 

○
 

該
当
し
な

い
 

○
 

○
 

該
当

し
な

い
 

○
 

漂
流

物
 

と
す

る
 

 

 
固

定
さ

れ
て

い
な

い
こ
と

か
ら
，
漂

流
す
る

 
 

撤
去
又

は
移

動
す

る
予
定

は
不
明

な
た

め
撤

去
又
は

移
動
さ

れ
な

い
こ

と
と
想

定
す
る

 

対
象

物
は

気
密

性
が

あ
り

，
浮

力
(
 

 
 

)
は

重
量
(
 

 
 

 
)
よ

り
大
き

い
こ

と
か

ら
，

浮
遊

し
漂

流
す

る
 

 

コ
ン
テ
ナ
 

(
1
6
.
 
荷
台
)
 

(
材
質
：
鋼
製
)
 

固
定

な
し

 

該
当

し
な

い
 

○
 

該
当
し
な

い
 

○
 

×
 

該
当

し
な

い
 

×
 

漂
流

物
に

は
な

ら
な

い
 

 

 
固

定
さ

れ
て

い
な

い
こ
と

か
ら
，
漂

流
す
る

 
 

撤
去
又

は
移

動
す

る
予
定

は
不
明

な
た

め
撤

去
又
は

移
動
さ

れ
な

い
こ

と
と
想

定
す
る

 

対
象

物
は

気
密

性
が

な
く
，

比
重

(
7
.
8
 t
/
m
3
）

が
海
水

の
比

重
（

1
.
0
3
 t
/
m
3
）

よ
り

大
き

く
沈

降
す

る
こ

と
か

ら
漂

流
し

な
い

 

 

電
気
盤
 

(
1
7
.
 
5
0
G
e
V
変
電
所
変
電
設
備
)
 

(
材
質
：
鋼
製
)
 

固
定

あ
り

 

該
当

し
な

い
 

○
 

該
当
し
な

い
 

○
 

×
 

該
当

し
な

い
 

×
 

漂
流

物
に

は
な

ら
な

い
 

 

 
固

定
状

況
の

詳
細

が
不
明

の
た
め

ボ
ル

ト
等

が
損
傷

す
る
と
想

定
す
る

 
 

撤
去
又

は
移

動
す

る
予
定

は
不
明

な
た

め
撤

去
又
は

移
動
さ

れ
な

い
こ

と
と
想

定
す
る

 

対
象

物
は

気
密

性
が

な
く
，

比
重

(
7
.
8
 t
/
m
3
）

が
海
水

の
比

重
（

1
.
0
3
 t
/
m
3
）

よ
り

大
き

く
沈

降
す

る
こ

と
か

ら
漂

流
し

な
い

 

 

機
器
 

(
1
8
.
 
ク
レ
ー
ン
)
 

(
材
質
：
鋼
製
)
 

固
定

な
し

 

該
当

し
な

い
 

○
 

該
当
し
な

い
 

○
 

×
 

該
当

し
な

い
 

×
 

漂
流

物
に

は
な

ら
な

い
 

 

 
固

定
さ

れ
て

い
な

い
こ
と

か
ら
，
漂

流
す
る

 
 

撤
去
又

は
移

動
す

る
予
定

は
不
明

な
た

め
撤

去
又
は

移
動
さ

れ
な

い
こ

と
と
想

定
す
る

 

対
象

物
は

気
密

性
が

な
く
，

比
重

(
7
.
8
 t
/
m
3
）

が
海
水

の
比

重
（

1
.
0
3
 t
/
m
3
）

よ
り

大
き

く
沈

降
す

る
こ

と
か

ら
漂

流
し

な
い

 

 

 

添付1（15/18）

41
<47>



添
付
図

1
-
4 

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
判
定
結
果
（
原
科
研
）（

4
/
4）

 

※
：
表
中
の
①
～
⑥
は
添
付
表

1
-
2
の
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
項
目
の
番
号
に
対
応
 

 
 
判
定
結
果
中
の
○
は
漂
流
物
に
成
り

得
る
，
×
は
漂
流
物
に
成
り
得
な
い

 

名
称
 

(
代

表
例

) 

設
置
 

状
況
 

ス
ク

リ
ー
ニ

ン
グ
の

判
定
結

果
※
 

代
表
例
の
状
況
 

①
 

②
 

③
 

④
 

⑤
 

⑥
 

判
定
結
果
 

機
器
 

(
1
9
.
 
冷
却
塔
)
 

(
材
質
：
鋼
製
)
 

固
定

あ
り

 

該
当

し
な

い
 

○
 

該
当
し
な

い
 

○
 

×
 

該
当

し
な

い
 

×
 

漂
流

物
に

は
な

ら
な

い
 

 

 
固

定
状

況
の

詳
細

が
不
明

の
た
め

ボ
ル

ト
等

が
損
傷

す
る
と
想

定
す
る

 
 

撤
去
又

は
移

動
す

る
予
定

は
不
明

な
た

め
撤

去
又
は

移
動
さ

れ
な

い
こ

と
と
想

定
す
る

 

対
象

物
は

気
密

性
が

な
く
，

比
重

(
7
.
8
 t
/
m
3
）

が
海
水

の
比

重
（

1
.
0
3
 t
/
m
3
）

よ
り

大
き

く
沈

降
す

る
こ

と
か

ら
漂

流
し

な
い

 

 

機
器
 

(
2
0
.
 
室
外
機
)
 

(
材
質
：
鋼
製
)
 

固
定

な
し

 

該
当

し
な

い
 

○
 

該
当
し
な

い
 

○
 

×
 

該
当

し
な

い
 

×
 

漂
流

物
に

は
な

ら
な

い
 

 

 
固

定
さ

れ
て

い
な

い
こ
と

か
ら
，
漂

流
す
る

 
 

撤
去
又

は
移

動
す

る
予
定

は
不
明

な
た

め
撤

去
又
は

移
動
さ

れ
な

い
こ

と
と
想

定
す
る

 

対
象

物
は

気
密

性
が

な
く
，

比
重

(
7
.
8
 t
/
m
3
）

が
海
水

の
比

重
（

1
.
0
3
 t
/
m
3
）

よ
り

大
き

く
沈

降
す

る
こ

と
か

ら
漂

流
し

な
い

 

 

植
生
 

(
2
1
.
 
植
生
)
 

(
材
質
：
木
)
 

―
 

対
象
物
は

比
重
(
0
.
8
 
t
/
m
3
)
が
海
水

の
比
重
(
1
.
0
3
 
t
/
m
3
)
よ
り
小

さ
く
浮

遊
す
る

こ
と

か
ら

漂
流

す
る

 
○

 
漂

流
物

 
と

す
る

 

 

特
殊
 

(
2
2
.
 
重
機
)
 

(
材
質
：
鋼
製
)
 

固
定

な
し

 

該
当

し
な

い
 

該
当
し
な

い
 

該
当
し
な

い
 

○
 

×
 

該
当

し
な

い
 

×
 

漂
流

物
に

は
な

ら
な

い
 

 

 
 

 

撤
去
又

は
移

動
す

る
予
定

は
不
明

な
た

め
撤

去
又
は

移
動
さ

れ
な

い
こ

と
と
想

定
す
る

 

対
象

物
は

気
密

性
が

あ
り

，
重

量
(
 

 
)
が

浮
力

(
 

 
)
よ

り
大

き
く

，
沈

降
す

る
こ

と
か

ら
漂

流
し

な
い

 

 

普
通
 

(
2
3
.
 
乗
用
車
)
 

(
材
質
：
鋼
製
)
 

固
定

な
し

 

該
当

し
な

い
 

該
当
し
な

い
 

該
当
し
な

い
 

○
 

○
 

○
 

○
 

漂
流

物
 

と
す

る
 

 

 
 

 

撤
去
又

は
移

動
す

る
予
定

は
不
明

な
た

め
撤

去
又
は

移
動
さ

れ
な

い
こ

と
と
想

定
す
る

 

対
象

物
は

気
密

性
が

あ
り

，
浮

力
(
 

 
 

)
は

重
量
(
 

 
 

)
よ
り

大
き
い

こ
と

か
ら

，
浮

遊
し

漂
流

す
る

 

緊
急

退
避

行
動

が
定

め
ら

れ
て

い
な

い
た

め
，

漂
流

す
る

 

二
輪
車
 

(
2
4
.
 
自
転
車
)
 

(
材
質
：
鋼
製
)
 

固
定

な
し

 

該
当

し
な

い
 

該
当
し
な

い
 

該
当
し
な

い
 

○
 

×
 

該
当

し
な

い
 

×
 

漂
流

物
に

は
な

ら
な

い
 

 

 
 

 

撤
去
又

は
移

動
す

る
予
定

は
不
明

な
た

め
撤

去
又
は

移
動
さ

れ
な

い
こ

と
と
想

定
す
る

 

対
象

物
は

気
密

性
が

な
く
，

比
重

(
7
.
8
 t
/
m
3
）

が
海
水

の
比

重
（

1
.
0
3
 t
/
m
3
）

よ
り

大
き

く
沈

降
す

る
こ

と
か

ら
漂

流
し

な
い
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添
付

図
1
-
5

対
象

物
(代

表
例

)の
配
置

(原
科

研
)

調
査
範
囲

再
処
理
施
設
（
H
A
W
及
び
T
V
F
）

1

2 3

4
5

6

7

1
3

1
4

1
7

1
8

2
0

1
2

8

9

2
1

1
9

1
0

2
4

1
1

1
6

2
2

2
3

1
5

※
図
中
の
番
号
は
添
付
表
1
-2
の
原
科
研
の
代
表
例
の
番
号
と
対
応

出
典

：
国

土
地

理
院

地
図
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直
径

(m
)

幅
(m

)
奥

行
(m

)
高

さ
(m

)

6
. 
倉

庫
鋼

製
直

方
体

浮
遊

す
る

1
1
. 
自

動
販

売
機

鋼
製

直
方

体
浮

遊
す

る

1
3
. 
L
P

ガ
ス

タ
ン

ク
鋼

製
円

筒
浮

遊
す

る

1
4
. 
コ

ン
テ

ナ
鋼

製
直

方
体

浮
遊

す
る

1
7
. 
重

機
鋼

製
直

方
体

浮
遊

し
な

い
体

積
は

運
転

席
等

の
空

間
の

寸
法

か
ら

算
出

（
外

寸
は

2
.5

 m
×

7
.4

 m
×

2
.8

 m
）

1
8
. 
L
N

G
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
(運

転
席

等
)

直
方

体

　
　

 L
N

G
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
(タ

ン
ク

部
)

円
筒

1
9
. 
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
(運

転
席

等
)

直
方

体

　
　

 タ
ン

ク
ロ

ー
リ

(タ
ン

ク
部

)
円

筒

2
0
. 
ト

ラ
ッ

ク
鋼

製
直

方
体

浮
遊

し
な

い
体

積
は

運
転

席
等

の
空

間
の

寸
法

か
ら

算
出

(外
寸

は
1
.7

 m
×

4
.7

 m
×

2
 m

)

2
1
. 
乗

用
車

鋼
製

直
方

体
浮

遊
す

る
体

積
は

運
転

席
等

の
空

間
の

寸
法

か
ら

算
出

(外
寸

は
2
 m

×
4
.5

 m
×

2
 m

)

7
. 
倉

庫
鋼

製
直

方
体

浮
遊

す
る

1
2
. 
自

動
販

売
機

鋼
製

直
方

体
浮

遊
す

る

1
3
. 
ヘ

リ
ウ

ム
ガ

ス
タ

ン
ク

鋼
製

円
筒

浮
遊

す
る

1
5
. 
ボ

ン
ベ

鋼
製

円
筒

浮
遊

す
る

2
2
. 
重

機
鋼

製
直

方
体

浮
遊

し
な

い
体

積
は

運
転

席
等

の
空

間
の

寸
法

か
ら

算
出

(外
寸

は
5
.6

 m
×

2
 m

×
2
.6

 m
)

2
3
. 
乗

用
車

鋼
製

直
方

体
浮

遊
す

る
体

積
は

運
転

席
等

の
空

間
の

寸
法

か
ら

算
出

(外
寸

は
2
 m

×
4
.5

 m
×

2
 m

)

※
2
　

質
量

に
は

添
付

表
1
-
1
、

1
-
2
の

代
表

例
の

重
量

を
記

載

※
1
　

代
表

例
の

番
号

は
添

付
表

1
-
1
、

1
-
2
の

代
表

例
の

番
号

と
対

応

浮
遊

す
る

体
積

は
運

転
席

等
の

空
間

の
寸

法
か

ら
算

出
(外

寸
は

2
 m

×
5
 m

×
2
 m

)

原
科

研

核
サ

研
西

側

鋼
製

鋼
製

浮
遊

す
る

体
積

は
運

転
席

等
の

空
間

の
寸

法
か

ら
算

出
(外

寸
は

2
.5

 m
×

1
7
 m

×
3
.4

 m
)

添
付

表
1
-
3
　

核
サ

研
西

側
と

原
科

研
に

お
け

る
対

象
物

の
浮

遊
性

の
評

価
結

果

代
表

例
 ※

1
材

質
形

状
寸

法
質

量
(t

) 
※

2

評
価

備
考

浮
力

(k
N

)
重

量
(k

N
)

浮
遊

性
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H
A

W
及
び

TV
F

添
付

2
TK

2
に
よ
る
漂
流
物
の
軌
跡
解
析
結
果
（

TK
2
審
査
資
料
よ
り
抜
粋
し
、
下
線
部
を
追
記
）

TK
2
北

側
エ
リ
ア
に
お
け
る
軌

跡
解

析
TK

2
周

辺
に
お
け
る
軌

跡
解

析

TK
2
北

側
（
久

慈
川

周
辺

）
の

評
価

点
は

、
津

波
に
よ
り
周

辺
海

域
の

沖
合

を
漂

流
す

る
た
め

、
TK

2
北

側
の

漂
流

物
は

H
A

W
及

び
TV

Fに
は
到
達
し
な
い
。

H
A

W
及
び

TV
F

※

※
TK

2
が

選
定

し
た
漂

流
物

の
軌

跡
解

析
の

評
価

点
で
あ
り
、
添

付
1

に
示

す
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の

判
定

番
号

と
は

関
係

な
い

H
A

W
及
び

TV
F

TK
2
周

辺
の

評
価

点
は

、
TK

2
東

側
及

び
原

科
研

東
側

の
沖
合

の
海
域
を
漂
流

す
る
た
め
、

TK
2
の

漂
流

物
は

H
A

W
及
び

TV
Fに

は
到
達
し
な
い
。

H
A

W
及

び
TV

F

※
※

※
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添
付

3
核

サ
研

東
側

・
原

科
研

に
お
け
る
津

波
の

流
況

解
析

の
結

果
(1

/2
)

3
4
分
後

3
6
分

後

3
8
分
後

4
1
分

後
4

2
分
後

3
5
分

後

津
波
が
核
サ
研
東
側
に
到
達

3
7
分
後津
波
が
原
科
研
に
到
達

3
9
分

後

核
サ

研
東

側
、
原

科
研

で
海

域
に
向
か
う
引
き
波
が
始
ま
る

H
A

W
及

び
TV

F

【
解

析
条

件
】

H
A

W
及
び

TV
F周

辺
に
建
物
な
し
、
地
震
発
生
か
ら

2
4

0
分

間
の

津
波
の

流
況
を
解
析

（
図
中

の
時
間

は
、
地

震
発
生

時
刻
か

ら
の
経

過
時
間

を
示

す
）

H
A

W
及

び
TV

F
H

A
W
及

び
TV

F

H
A

W
及
び

TV
F

H
A

W
及

び
TV

F
H

A
W
及

び
TV

F
H

A
W
及

び
TV

F
H

A
W
及
び

TV
F

T.
P

.
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添
付

3
核

サ
研

東
側

・
原

科
研

に
お
け
る
津

波
の

流
況

解
析

の
結

果
(2

/2
)

4
5
分
後

5
5
分

後

9
0
分
後

1
5

0
分

後
2

4
0
分
後

5
0
分

後
6

0
分
後

1
2

0
分

後

H
A

W
及

び
TV

F

引
き
波

は
、
地

震
発

生
か

ら
約

5
0分

後
ま
で
継

続

【
解

析
条

件
】

H
A

W
及
び

TV
F周

辺
に
建
物
な
し
、
地
震
発
生
か
ら

2
4

0
分

間
の

津
波
の

流
況
を
解
析

（
図
中

の
時
間

は
、
地

震
発
生

時
刻
か

ら
の
経

過
時
間

を
示

す
）

H
A

W
及

び
TV

F
H

A
W
及

び
TV

F
H

A
W
及
び

TV
F

H
A

W
及

び
TV

F
H

A
W
及

び
TV

F
H

A
W
及

び
TV

F
H

A
W
及
び

TV
F

T.
P

.

47
<53>



添
付

4
核

サ
研

に
お
け
る
津

波
の

流
況

解
析

の
結

果
(1

/2
)

3
7
分
後

3
8
分

後
3

8
.5
分
後

3
9
分
後

3
9

.5
分

後
4

0
分
後

4
1
分
後

4
2
分

後
4

3
分
後

H
A

W
及
び

TV
F

核
サ

研
の

北
東

方
向

か
ら
の

津
波
が

H
A

W
及
び

TV
Fに

到
達

核
サ

研
の

西
方

向
に

向
か

っ
て
津

波
は

遡
上

核
サ

研
の

南
東

方
向

か
ら
の

津
波

が
合

流

核
サ

研
で
は

地
震

発
生

か
ら
約

4
2

後
に
引

き
波

が
始

ま
り
、
引

き
波

は
H

A
W
及

び
TV

F
の

東
側

で
は

新
川

河
口
、
核
サ
研
東
側
に
向
か
う

引
き
波

は
、

H
A

W
及

び
TV

F
の
西
側
で
は
新
川
に
向
か
う

核
サ

研
の

北
東

方
向

と
南

東
方

向
か

ら
核

サ
研

に
津

波
が

浸
入

【
解

析
条

件
】

H
A

W
及
び

TV
F周

辺
に
建
物
な
し
、
地
震
発
生
か
ら

2
4

0
分

間
の

津
波
の

流
況
を
解
析

（
図
中

の
時
間

は
、
地

震
発
生

時
刻
か

ら
の
経

過
時
間

を
示

す
）

H
A

W
及

び
TV

F
H

A
W
及
び

TV
F

H
A

W
及
び

TV
F

H
A

W
及

び
TV

F
H

A
W
及
び

TV
F

H
A

W
及
び

TV
F

H
A

W
及

び
TV

F

H
A

W
及
び

TV
F

T.
P

.

48
<54>



4
5
分
後

5
0
分

後
5

5
分
後

6
0
分
後

9
0
分

後
1

2
0
分
後

1
5

0
分
後

1
8

0
分

後
2

4
0
分
後

添
付

4
核

サ
研

に
お
け
る
津

波
の

流
況

解
析

の
結

果
(2

/2
)

H
A

W
及
び

TV
F

地
震

発
生

か
ら
約

50
分

以
降

、
津

波
の

遡
上

は
な
く
、

H
A

W
及

び
TV

F
付

近
の

浸
水

深
、
流

速
分

布
に
大

き
な
変

動
は

な
い

【
解

析
条

件
】

H
A

W
及
び

TV
F周

辺
に
建
物
な
し
、
地
震
発
生
か
ら

2
4

0
分

間
の

津
波
の

流
況
を
解
析

（
図
中

の
時
間

は
、
地

震
発
生

時
刻
か

ら
の
経

過
時
間

を
示

す
）

H
A

W
及

び
TV

F
H

A
W
及
び

TV
F

H
A

W
及
び

TV
F

H
A

W
及

び
TV

F
H

A
W
及
び

TV
F

H
A

W
及
び

TV
F

H
A

W
及

び
TV

F
H

A
W
及
び

TV
F

T.
P

.

49
<55>



3
9
分
後

4
0
分

後
4

1
分
後

4
2
分
後

H
A

W
及
び

TV
F

4
3
分

後
4

4
分
後

添
付

5
核

サ
研

西
側

に
お
け
る
津

波
の

流
況

解
析

の
結

果
(1

/2
)

新
川

を
遡

上
し
た
津

波
が

、
核

サ
研

西
側

の
水

田
地

帯
へ

浸
入

地
震

発
生

か
ら
約

4
0
～

1
50
分
に
か
け
て
、
津
波
は
水
田
地
帯
全
域
に
広
が
り
、
東
方
向
の
核
サ
研
に
向
か
う
引
き
波
は
見
ら
れ
な
い

【
解

析
条

件
】

H
A

W
及
び

TV
F周

辺
に
建
物
な
し
、
地
震
発
生
か
ら

2
4

0
分

間
の

津
波
の

流
況
を
解
析

（
図
中

の
時
間

は
、
地

震
発
生

時
刻
か

ら
の
経

過
時
間

を
示

す
）

H
A

W
及

び
TV

F
H

A
W
及
び

TV
F

H
A

W
及
び

TV
F

H
A

W
及

び
TV

F
H

A
W
及
び

TV
F

T.
P

.

50
<56>



1
2

0
分
後

1
5

0
分

後
2

4
0
分
後

4
5
分
後

6
0
分
後

5
0
分

後

添
付

5
核

サ
研

西
側

に
お
け
る
津

波
の

流
況

解
析

の
結

果
(2

/2
)

H
A

W
及

び
TV

F

【
解

析
条

件
】

H
A

W
及
び

TV
F周

辺
に
建
物
な
し
、
地
震
発
生
か
ら

2
4

0
分

間
の

津
波
の

流
況
を
解
析

（
図
中

の
時
間

は
、
地

震
発
生

時
刻
か

ら
の
経

過
時
間

を
示

す
）

地
震

発
生

か
ら
約

4
0
～

1
50
分
に
か
け
て
、
津
波
は
水
田
地
帯
全
域
に
広
が
り
、
東
方
向
の
核
サ
研
に
向
か
う
引
き
波
は
見
ら
れ
な
い

H
A

W
及

び
TV

F

H
A

W
及
び

TV
F

H
A

W
及

び
TV

F
H

A
W
及

び
TV

F
H

A
W
及
び

TV
F

T.
P

.

51
<57>



7
.9
 m
（

24
.8
分

）

・
廃

止
措

置
計

画
用

設
計

津
波

は
、

沿
岸

の
影

響
を

受
け

な
い

、
敷

地
前

面
の

沖
合

い
約

1
9
 k

m
（
水

深
1
0
0
 m

地
点

）
の

位
置

で
策

定
し

て
い

る
。

・
時

刻
歴

の
波

形
か

ら
、

地
震

発
生

後
約

2
5
分

に
津

波
高

さ
は

最
大

と
な

り
、

約
1
2
0
分

ま
で

津
波

に
よ

る
水

位
変

動
が

確
認

さ
れ

る
。

・
地

震
発

生
後

約
1
3
0
分

以
降

に
お

い
て

、
有

意
な

水
位

変
動

は
確

認
さ

れ
ず

、
津

波
に

よ
る

影
響

は
な

い
と

判
断

で
き

る
。

こ
の

た
め

、
津

波
の

流
況

解
析

に
お

け
る

解
析

時
間

2
4
0
分

は
、

津
波

の
影

響
を

確
認

す
る

上
で

十
分

な
解

析
時

間
と

な
っ

て
い

る
。

【
廃

止
措

置
計

画
用

設
計

津
波

の
策

定
位

置
】

【
廃

止
措

置
計

画
用

設
計

津
波

策
定

位
置

に
お

け
る

時
刻

歴
の

波
形

】

約
1
9
 k

m

1
．

津
波

の
流

況
解

析
（
①

廃
止

措
置

計
画

用
設

計
津

波
）

3
.0
 
m（

70
.
0分

）

2
.
5
m（

52
.
5分

）
2
.1
 
m（

89
.
0分

）
2
.5
 
m（

12
0
.0
分

）

廃
止

措
置

計
画

用
設

計
津

波
策

定
位

置

添付6（1/5）
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<58>



3
0

3
5

4
0

4
5

5
0

5
5

6
0

02468

時
間

 (
分

)

流速 (m/s)

P
2

・
引

き
波

の
発

生
状

況
を

詳
細

に
確

認
す

る
た

め
、

下
図

に
示

す
評

価
点

に
つ

い
て

、
浸

水
深

・
流

向
・
流

速
を

算
出

し
た

。
・
H

A
W

及
び

T
V

F
周

辺
で

は
、

地
震

発
生

約
4
1
分

後
か

ら
約

4
2
分

に
か

け
て

津
波

の
流

向
が

変
化

し
、

約
4
2
分

以
降

か
ら

引
き

波
が

発
生

し
て

い
る

。
・
H

A
W

及
び

T
V

F
周

辺
の

津
波

の
流

速
は

、
押

し
波

で
最

大
流

速
約

6
 m

/
s、

引
き

波
で

最
大

流
速

約
2
 m

/
sで

あ
り

、
引

き
波

の
影

響
は

小
さ

い
。

1
．

津
波

の
流

況
解

析
（
②

津
波

の
経

時
変

化
（
水

位
・
流

向
・
流

速
の

時
刻

歴
（

1
）
）

3
0

3
5

4
0

4
5

5
0

5
5

6
0

0246
P

3

3
0

3
5

4
0

4
5

5
0

5
5

6
0

0246

浸水深 (m)

P
4

3
0

3
5

4
0

4
5

5
0

5
5

6
0

0246

浸水深 (m)

P
2

1
.5
 m

/s

押
し

波
引

き
波

5
.2
 m

/s

P
1

P
4 P
5

P
6 水

位
・
流

向
・
流

速
の

出
力

位
置

P
3

津
波

防
護

ラ
イ

ン
（
解

析
モ

デ
ル

に
は

考
慮

し
て

い
な

い
）

3
0

3
5

4
0

4
5

5
0

5
5

6
0

流向

N

E

3
0

3
5

4
0

4
5

5
0

5
5

6
0

N

E

3
0

3
5

4
0

4
5

5
0

5
5

6
0

02468

時
間

 (
分

)

P
3

3
0

3
5

4
0

4
5

5
0

5
5

6
0

流向

N

E

P
4

3
0

3
5

4
0

4
5

5
0

5
5

6
0

02468

時
間

 (
分

)

流速 (m/s)

P
4

浸水深 (m) 流向 流速 (m/s)

押
し

波
引

き
波

押
し

波
引

き
波

5
.0
 m

/s

1
.3
 m

/s

P
2

P
1

P
2

P
3

2
.5
 m

/s
2

.0
 m

/s

添付6（2/5）

53
<59>



1
．

津
波

遡
上

解
析

（
②

津
波

の
経

時
変

化
（
水

位
・
流

向
・
流

速
の

時
刻

歴
（

2
）
）

・
H

A
W

及
び

T
V

F
の

西
側

で
は

、
地

震
発

生
後

約
4
2
分

以
降

か
ら

引
き

波
が

発
生

し
、

引
き

波
は

新
川

方
向

に
向

か
っ

て
い

る
。

・
H

A
W

及
び

T
V

F
の

西
側

に
お

け
る

津
波

の
流

速
は

、
押

し
波

で
最

大
流

速
約

5
 m

/
s、

引
き

波
で

最
大

流
速

約
2
 m

/
sで

あ
っ

た
。

3
0

3
5

4
0

4
5

5
0

5
5

6
0

0246

浸水深 (m)

P
8

3
0

3
5

4
0

4
5

5
0

5
5

6
0

0246

浸水深 (m)

P
10

3
0

3
5

4
0

4
5

5
0

5
5

6
0

0246

浸水深 (m)

P
13

3
0

3
5

4
0

4
5

5
0

5
5

6
0

流向

N

E

P
8

3
0

3
5

4
0

4
5

5
0

5
5

6
0

02468

時
間

 (
分

)

流速 (m/s)

P
8

3
0

3
5

4
0

4
5

5
0

5
5

6
0

流向

N

E

P
13

3
0

3
5

4
0

4
5

5
0

5
5

6
0

02468

時
間

 (
分

)

流速 (m/s)

P
13

3
0

3
5

4
0

4
5

5
0

5
5

6
0

流向

N

E

P
10

3
0

3
5

4
0

4
5

5
0

5
5

6
0

02468

時
間

 (
分

)

流速 (m/s)

P
10

4
.8
 m

/s

P
1

P
4 P
5

P
6 水

位
・
流

向
・
流

速
の

出
力

位
置

P
3

津
波

防
護

ラ
イ

ン
（
解

析
モ

デ
ル

に
は

考
慮

し
て

い
な

い
）

P
2

2
.9
 m

/s

3
.5
 m

/s

押
し

波
引

き
波 1

.1
 m

/s

押
し

波
引

き
波 1
.1
 m

/s

押
し

波
引

き
波 1
.4
 m

/s

P
4

P
5

P
6

添付6（3/5）
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2
．

東
日

本
大

震
災

の
被

災
事

例

・
平

川
（
2
0
1
3
）
等

の
報

告
で

は
、

東
日

本
大

震
災

に
お

け
る

津
波

の
被

災
事

例
と

し
て

、
津

波
被

災
地

域
の

墓
石

被
害

が
取

り
纏

め
ら

れ
て

い
る

。
・
岩

手
県

大
槌

町
で

は
、

津
波

は
平

地
部

か
ら

比
高

差
7
 m

程
度

ま
で

到
達

し
た

。
墓

石
を

割
っ

た
津

波
は

引
き

波
で

あ
り

、
引

き
波

の
流

速
は

1
0
 m

/
s以

上
と

豪
雨

の
際

に
山

間
部

で
発

生
す

る
土

石
流

の
ス

ピ
ー

ド
と

パ
ワ

ー
に

匹
敵

す
る

。
・
大

槌
町

の
よ

う
に

急
傾

斜
の

谷
が

海
岸

に
没

す
る

リ
ア

ス
式

海
岸

で
は

、
谷

を
遡

上
し

た
津

波
が

海
へ

戻
る

際
に

引
き

波
の

流
速

が
大

き
く
な

り
、

巨
大

な
破

壊
力

を
生

じ
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。

平
川

新
・
今

村
文

彦
・
東

北
大

学
災

害
科

学
国

際
研

究
所

防
災

科
学

技
術

研
究

所
「
東

日
本

大
震

災
を

分
析

す
る

１
地

震
・
津

波
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
と

被
害

の
実

態
,2

0
1
3
」
よ

り
引

用

添付6（4/5）
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<61>



D
E
M

（
5
m

メ
ッ

シ
ュ

，
国

土
地

理
院

）

4
km

核
燃

料
サ

イ
ク

ル
工

学
研

究
所

再
処

理
施

設
（H

A
W

及
び
TV

F）

常
陸

那
珂

火
力

発
電

所

原
子

力
科

学
研

究
所

茨
城

港
常

陸
那

珂
港

区

茨
城

港
日

立
港

区

東
海

第
二

発
電

所

・
核

燃
料

サ
イ

ク
ル

工
学

研
究

所
及

び
そ

の
周

辺
は

太
平

洋
に

面
し

て
お

り
、

再
処

理
施

設
（
H

A
W

及
び

T
V

F
）
は

新
川

河
口

付
近

に
広

が
る

標
高

約
6

m
の

低
地

に
あ

る
。

ま
た

、
津

波
の

遡
上

域
は

核
燃

料
サ

イ
ク

ル
工

学
研

究
所

及
び

そ
の

周
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港湾ありモデルの場合

代表漂流物（水素タンク、防砂林、中型バス）の軌跡

港湾なしモデルの場合

水素タンク

防砂林

中型バス

再処理施設
（HAW及びTVF）

津波防護ライン

水素タンク

防砂林

中型バス

再処理施設
（HAW及びTVF）

津波防護ライン

再処理施設
（HAW及びTVF）

海域（1）

海域（2）

津波防護ライン

再処理施設
（HAW及びTVF）

海域（1）

海域（2）

津波防護ライン

港湾なしモデルの場合

小型船舶 小型船舶

海域（3）

海域（4）

海域（5）

海域（6）

海域（7）

海域（8）

港湾ありモデルの場合

添付7 漂流物の軌跡解析結果（1/3）

代表漂流物（小型船舶と海域(1)～(8)）の軌跡

海域（3）

海域（4）

海域（5）

海域（6）

海域（7）

海域（8）

【解析条件】HAW及びTVF周辺に建物なし、地震発生から240分間の軌跡を評価
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港湾ありモデルの場合 港湾なしモデルの場合

核サ研東側、原科研の漂流物の軌跡

再処理施設
（HAW及びTVF）

再処理施設
（HAW及びTVF）

津波防護ライン 津波防護ライン

コンテナ

乗用車

タンク(LNG)

ヘリウムガスタンク

乗用車
（J‐PARC）

コンテナ

乗用車

タンク(LNG)

ヘリウムガスタンク

乗用車
（J‐PARC）

港湾ありモデルの場合

添付7 漂流物の軌跡解析結果（2/3）

港湾なしモデルの場合

タンク（RETF） タンク（RETF）

硝酸タンク
硝酸タンク

浮標（新川河口） 浮標（新川河口）

核サ研（再処理施設周辺）の漂流物の軌跡

資機材類 資機材類

ドラム缶･コンテナ

再処理施設
（HAW及びTVF）

ドラム缶･コンテナ

再処理施設
（HAW及びTVF）

津波防護
ライン

津波防護
ライン

【解析条件】HAW及びTVF周辺に建物なし、地震発生から240分間の軌跡を評価
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港湾ありモデルの場合 港湾なしモデルの場合

乗用車（工務技術管理棟）

乗用車
（工学試験棟）

乗用車
（工務技術管理棟）

乗用車
（工学試験棟）

乗用車
（PWTF）

乗用車（PWTF）

乗用車（食堂）

乗用車（食堂）

乗用車（松林）
乗用車（松林）

核サ研（再処理施設外）の漂流物の軌跡

乗用車
（再処理）

再処理施設
（HAW及びTVF）

乗用車
（再処理）

再処理施設
（HAW及びTVF）

津波防護ライン 津波防護ライン

港湾ありモデルの場合

添付7 漂流物の軌跡解析結果（3/3）

核サ研西側の漂流物の軌跡

港湾なしモデルの場合

植生

LNGタンクローリ

木造建物（がれき）

再処理施設
（HAW及びTVF）

津波防護ライン

植生

LNGタンクローリ

木造建物
（がれき）

再処理施設
（HAW及びTVF）

津波防護ライン

植生

【解析条件】HAW及びTVF周辺に建物なし、地震発生から240分間の軌跡を評価
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